
参加型臨床実習に向けて 

【大きな変革の中で】 

全国医学部長病院長会議は平成 26 年度から共用試験全国統一質保証システムの本格運用を開始し、各校

独自の基準に加え共用試験での水準を満たした医学生に Student Doctor(SD) 認定証を発行することで、参

加型臨床実習を本格的に推進してきました。一方 CBT・OSCEは公的な試験ではないこと、SDの法的位置づけ

が課題でしたが、令和 3 年 6 月に医師法・医療法が改正され令和 5 年度から SD の医行為が法的に公認され

令和 7年度から医師国家試験の受験要件として CBT・OSCEへの合格が求められることになり名称も臨床実習

生（医学）となりました。もう一つは医師の地域・診療科偏在の是正です。医師臨床研修の定員は令和 2年

度に 1.1 倍、令和 7 年度に 1.05 倍まで縮小することが決まっており例えば相対的医師少数県である愛知県

ですら臨床研修医の定員は毎年削減されていきます。既に開始されている専門医研修のシーリング（診療科

毎に各都道府県で上限を設定）と合わせて地域・診療科偏在の是正が進んできています。また医学部定員の

臨時増員の結果これから 10年にかけて毎年全国の医師数が 3000～4000名ずつ増えていき、皆さんが専門医

研修に入る令和 11 年には必要医師数を超えることが予測されていますが臨時定員増員は令和 7 年度も継続

になっています。 

皆さんはこうした状況のまっただ中で、将来「選ばれる医師」になっていく必要があります。そのための

卒前教育の機会は全ての医学生に等しく与えられていますが、生涯に二度と無いこの機会をどう活かすかは

皆さん自身に係っています。 

【診療に参加するとは】 

本学は「良き臨床医」の育成を教育の主眼とし伝統として臨床実習教育に力点をおいてきました。こうし

た情勢の変化に対応していち早く参加型臨床実習の充実に努力してきました。言うまでもなく臨床に参加す

るということは、患者さんの命と健康に責任ある形で参加する事であり、これまでの見学型とは大きな違い

があります。患者さんの治療に関わることで医学の本質を血肉とする学習が当然要求されるわけですが、こ

れと同時に、治療の責任についても皆さんが負うことになります。現代の医療は一人の医師が完結して行え

るものではなく、医療施設（病院や診療所）において様々な専門職種によるチーム作業として成り立ってい

ます。皆さんはまずはこのチームの一員となるべく積極的・能動的に参加することが求められています。こ

れまでのように講義室・実習室にくれば講義や実験が準備されているのではなく、臨床の場に参加し、チー

ムに参加することで初めて皆さんの実習が実りあるものとなります。つまりよりよい実習となるか否かは皆

さんの参加する態度・姿勢次第ということです。医療現場において何よりも大事なのは患者さんの命と健康

です。そのために全てのスタッフは全力で努力しています。皆さんにはまずこうした崇高な目標をもちプロ

フェッショナルとして誇りをもって活動しているチームの一員に自ら積極的に入るという意気をもっていた

だくことをお願いします。その上で一人一人の患者さんから多くのことを学んでいただきたいと思います。  

【あたりまえのことをあたりまえに】 

医療現場にはあたりまえのことをあたりまえにするという原則があります。様々な危機管理について座学

で学んだとは思いますが、臨床に出るとそれは毎日毎時毎分毎秒持続して行わなければならないことです。

挨拶をする、身だしなみを整える、時間に遅れない、これらもあたりまえのことです。どんなに知識があり、

技量があり、優れた人柄の医師であっても決められた時に決められた場所にいなければ、何の役にも立たな

いどころか、いるはずの医師がいなければ救えるはずの命が救えないこともあり得ます。本学の医学生とし

て誇りをもってこれらのあたりまえのことをあたりまえにやりぬけるよう臨床研修に臨んでいただくことを

求めると同時に、皆さんが理想とする医師へ向かって大事な一歩を踏み出していただく事を心から応援して

います。 

医学部長 



臨床実習前期　卒業コンピテンス、卒業コンピテンシー
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＊1：2015年度以前の入学生を除く。
＊2：2020年度以前の第3学年修了者を除く。

個人の尊厳を尊重し、利他的、共感的に対応できる。

パフォーマンスレベル
Ａ：Does（「診察できる・実践できる」といった臨床現場でのパフォーマンス）
Ｂ：Shows how（「模擬的に診察できる・実践できる」といったパフォーマンス）
Ｃ：Experience（「経験する」「討議する」といった技能・態度）
Ｄ：Knows（「知っている」といった浅い知識）、
　　Knows how（「知識を応用し解決できる」）
Ｅ：経験する機会があるが、単位認定に関係ない
Ｆ：経験する機会がない

内科② 内科④ 内科⑤

医療にかかわる法令を理解し遵守できる。

医療倫理について理解し、それに基づいて行動ができる。

外科② 検査医学

Ⅰ医師としてのプロフェッショナリズム

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に倫理観、責任感、協調性を持って行動できる。また、生
涯にわたり、向上心を持ち自己研鑽に励むことができる。

医師として常識ある行動がとれる。

内科 ③

＊2　海外での研究に従事することができる基礎的な語学力を有する。

患者の健康問題を解決するために、多職種で協力することができる。

自己評価を怠らず、自己研鑽できる。

生涯にわたって自律的に学び続けることができる。

Ⅱ．コミュニケーション能力

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に、お互いの立場を尊重して、相手から信頼される関係を
築き、適切なコミュニケーションがとれる。

患者ならびに家族との良好な人間関係が構築できる。

患者の心理・社会的背景を踏まえながら、患者ならびに家族の意思決定を支援できる。

医療スタッフとの円滑な意思疎通ができる。

Ⅲ．専門職連携

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に、専門職連携を理解し、実践できる。

他職種の役割を理解し、尊重することができる。

医師の役割を理解し、これに基づいて行動することができる。

地域医療・介護に貢献することができる。

個人情報保護を理解し、厳守できる。

Ⅵ. 診療の実践

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に患者およびその家族に対しての共感的態度をもち、科
学的根拠に基づいた安全な診療を実施できる。

病歴を正確に聴取し、必要な身体診察ができる。

基本的臨床手技を安全に実施できる。

病歴・身体所見より鑑別診断を挙げ、必要な検査を選択し、その結果を評価できる。

頻度、又は、緊急性や重症度の高い疾患・病態の診断・治療の計画を立てることができ
る。

診療計画を立てる際、患者や家族の価値観を考慮できる。

診療録を正確に記載し、診療情報をプレゼンテーションすることができる。

症例についての要約（サマリー）を作成し、情報共有することができる。

病状説明や患者教育に参加することができる。

安全な医療を提供できる。

臨床実習前期　（4学年10月～5学年10月）

Ⅶ. 社会への貢献 

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に保健・医療・福祉の施策に協力し、これらを推進し、公
衆衛生の向上と増進に寄与できる。

社会と健康の係わりを理解し、疾病予防と健康増進に取り組むことができる。

保健・医療・福祉の現状を把握し、社会資源を活用してその改善を図ることができる。

研究倫理・コンプライアンス・利益相反（COI）について理解する。

Ⅳ．医学および関連領域の知識

藤田医科大学医学部学生は、卒業時に医療の基盤となる基礎、臨床、社会医学等の知識を持
ち、これらを応用できる。

人体の正常な構造と機能発達・成長・加齢・死などの生命現象および心理・行動について
説明できる。

患者の病態・診断・治療を医科学やEBMなどの根拠に基づいて説明できる。

＊1　診療に必要な基礎的な医学英語力を有する。

Ⅴ. 独創的探究心

藤田医科大学医学部学生は、医学研究の必要性を十分に理解し、卒業時にグローバルな視野
に立って科学に興味を持ち、疑問点に対して解決するために行動することができる。

自らの考えや疑問点を検証するための科学的方法論を学び、学術・研究活動に関与する
ことができる。

＊2　論文等の情報を適切に収集することができる。

＊2　収集した情報を論理的、批判的に吟味し、自分の意見を加えて発表できる。



 

 

   

 

：Does （「実践できる」「診察できる」といった臨床現場でのパフォーマンス） 

       診療の一部としての実践できることが単位認定の要件である。 
       多くは臨床実習で獲得する。 

 

：Shows How（「模擬的に実践できる」「模擬的に診察できる」といったパフォーマンス） 

          模擬診療として実践できることが単位認定の要件である。 

          シミュレーション学習で獲得する。 
 

：Experience （「経験する」「討論する」といった技能・態度） 

           基盤となる技能・態度を修得していることが単位認定の要件である。 

           エクスポージャー、討論、経験などで獲得する。 

 

：Knows （「知っている」といった浅い知識） 

Knows How （「知識を応用して解決できる」といった深い知識） 

           基盤となる知識を修得していることが単位認定の要件である。 

 

：経験する機会があるが、単位認定に関係ない 

 

：経験する機会がない 

 

 



進級判定等について 

１学年から６学年共通要件 

各学年次に履修すべき全科目の履修を進級の条件とする。 

 

５学年特別要件 

次の各号の条件を全て満たすことを進級の条件とする。 

１．臨床実習の全65単位中53単位以上で60点以上の評価点註８・９）を取る。 

    （65単位中12単位以上が60点未満の場合及び１単位でも無資格のある場合は、他の成績如何にか

かわらず留年となる。） 

  ２．臨床実習確認テストの全てを受験し、要件註９）を満たす。 

３．安全管理研修会・感染対策研修会（年２回）へ全て出席する。 

 

註8）アンプロフェッショナル行為が認定された場合、当該臨床実習科目の評価点は0点となる。 

註9）臨床実習確認テストで不合格科目がある場合、当該臨床実習科目の再試験を受験し、再試験で

基準点以上の点数を取ることで、当該臨床実習科目の単位を修得できる。再試験で不合格の場

合、当該臨床実習科目の評価点は0点となる。 

 

※６年に進級が決まった学生のうち、臨床実習確認テストの総合点成績下位者は基礎学力強化授業

（３月予定）および個別面談への出席を義務づける。 

 

なお、毎年４月に改訂されるシラバス「全学年共通項目」にある進級要件の最新情報を確認すること。 

 

学生の臨床実習評価に対する不服申し立て手順 

学生は臨床実習評価を学務課に問い合わせることができる。その評価に対し疑義がある場合は以下の 

手順で申し立て、回答を得ることができる。 

 

学生 

  ↓ 

学務課 

  ↓ 

臨床実習運営委員会・評価管理者へ報告 

  ↓ 

臨床実習運営委員会・評価管理者が、当該の学生、指導医、および当該科の臨床実習責任者から意見 

聴取 

  ↓ 

臨床実習運営委員会・評価管理者と当該臨床実習責任者による審議 

  ↓ 

臨床実習運営委員会・評価管理者から学生への結果報告 

 

一般的注意事項 

本学教育病院等で臨床実習を受けるに当たり、藤田医科大学医学部学生として将来“健康を保ち、生



命を守る”医師となるべく、自覚を持ち、医療が患者さんと医療スタッフの間の強い信頼関係の下

に、医師・看護師その他多くの教職員のゆるぎないチームワークで行われていることを認識し、病院

での色々な規則を守り、教職員の指示や注意に従わなければならない。 

 

 

 

服装 みだしなみ 言葉づかい 

医師の監督の下で、常に患者さんやその家族に接する医療チームの一員として恥ずかしくない品位 

のある服装を着用すること。 

１）白衣は大学で決められたものを着用する。 

２）頭髪、爪などは常に清潔を保つようにする。 

３）スリッパやサンダルなどは使用しない。 

４）ネックレス、イヤリング、腕輪等の装飾ならびに厚化粧は禁止する。 

５）言葉づかいはわかりやすく、敬語は正しく使用する。 

６）患者さんおよび全ての医療従事者に挨拶などの礼を失しない。 

 

注意事項 

１）集合あるいは約束時間を厳守する。 

２）病室への立入時には必ず指導医等の許可を受け、病棟を去る時には行先などを指導医に連絡する。 

また班ごとに連絡先No.（携帯電話）の一覧表を指導医に提出する。 

３）外来・病棟・手術室では常にチームの指導医／レジデントと行動を共にし、患者ケアーを行う 

こと。 

４）医療チーム内ではもとより、患者さんとの適切なコミュニケーションを図ること。 

５）患者さんおよびその関係者に対し、診断、症状、検査内容、治療内容等の説明は一切行わない。 

６）患者さんに関して得た秘密、臨床情報などは他へ一切漏らさない。 

７）診察を始めとする医行為は必ず指導医の監督下に行い、特に男子学生の場合、女性患者の診察

には病棟看護師の介助を得ること。 

８）患者さんと接する場合、常に精神的・肉体的安静に配慮する。 

９）診療情報は指導医や主治医の許可を得て所定の場所で閲覧し、他へは持ち出さない。 

10）MRSAなどの院内感染防止のため、外来・病棟では腕時計、指輪等を外し、白衣の袖を上げて手洗い

（手指の消毒）を励行し、マスク・ガウンの着用が必要とされる場所では必ず注意事項を守る。 

11）FUJITAルールブック［JCI＆安全管理］を常時携帯する。 

12）病院の建物および敷地内での喫煙は禁止する。 

13）常に所在を明らかにし、許可なく外出はしない。 

14）電子カルテは、電子カルテ使用における注意事項（後述）に則って使用すること。また、患者等 

  の個人情報の漏洩は罰則の適応となることを承知すること。 

 

医行為に関して 

臨床実習を行うにあたり、ベッドサイド、臨床検査室、手術室などで日常行う医行為を下記の様に    

レベルⅠ、レベルⅡに分類した。また、患者個別同意必要の有無を「○」「×」で示した。 

全ての医行為は患者さんの承諾を得た上で、直接指導を受ける指導医の適切な監督下に行うものとす



る。 

 

レベルⅠ 指導医の指導・監視下で実施する。 

レベルⅡ 指導医の実施の介助・見学をする。 

 

 

臨床実習ポートフォリオについて 

１）学生は４週のローテートする診療科毎に、ふり返りシートに「振り返り」を記載する。 

２）ポリクリ指導係は12週に１回、学生と面談しふり返りシートにコメントする。 

３）学生は臨床実習前期スケジュールを終えた時、全てのふり返りシートを提出する。 

 

各診療科における指導医の先生方へ 

１）該当する各科分の「経験症例・臨床実習評価表」へ学籍番号、氏名・経験症例を学生に記入させ

指導医に提出させてください。 

２）学生が携帯電話を携行しますので、各学生の電話番号を確認してください。（医療用携帯を配付

している診療科は、必ず医療用携帯を使用してください） 

３）祝日を含む週は空き時間や17時以降、あるいは土曜日などを実習時間に組み入れて１週あたり最

低30時間は実施するようにしてください。 

 

学生へ 

１）該当する各科分の「経験症例・臨床実習評価表」へ学籍番号、氏名・経験症例を記入し指導医に

提出する。 

２）医療用携帯電話を貸与します。携帯電話は各診療科との連絡にのみ使用し、それ以外の用途で使

用することはできません。架電できる範囲は、あらかじめ設定してあるアドレスに限られます。 

また、ショートメールやインターネット接続は別途利用料が発生するため、使用しないこと。 

３）各科の実習の最後に「学生による臨床実習の評価」をMoodleを使って入力し、各科ローテート最終

日までに提出する。（この部分は評価の対象とならず、今後の実習を改善する参考とします。） 

４）実習スケジュールは教育内容に応じて計画されており、実習時間が９時～ 17時以外になる場合

もあります。 



臨床実習における患者等の個人情報保護について 

 

Ⅰ．学内施設での臨床実習における患者等の個人情報保護に関する規則（学生用） 

１．臨床実習中に患者の個人情報を含むすべての個人情報について、漏洩、盗聴、無許可閲覧、改ざん、 

破壊あるいは消去などに関して学生が関与する問題が発生した時、発見した医学部あるいは病院職員は、

直ちに実習担当の指導医または実習責任者に口頭で報告し、実習責任者は臨床実習運営委員会委員長に報

告する。 

２．臨床実習運営委員会委員長は関係者および学生から事情聴取を行う。 

３．臨床実習運営委員会委員長は医学部長、病院長、教務委員長、学生指導委員長、学務部長らと協議して

問題の解決に当たる。 

４．医学部長は教授会において事例の報告を行う。 

５．学生が個人情報を故意に漏洩、盗聴、無許可閲覧、改ざん、破壊あるいは消去した場合には、学則第45

条に基づく処罰を行う。 

６．また、個人情報を過失により漏洩、消去あるいは紛失した場合であっても学則に基づき処罰を行う場合

がある。 

７．大学側は、必要ならば刑事告発をする。 

注１：早期臨床体験実習中に問題が発生した場合には第１項、第２項、第３項における「臨床実習運営委員

会委員長」を「早期臨床体験実習コーディネーター」と読み替えるものとする。 

注１：選択制臨床実習中に問題が発生した場合には第１項、第２項、第３項における「臨床実習運営委員会

委員長」を「学外実習委員会委員長」と読み替えるものとする。 

 

Ⅱ．学外施設での臨床実習における患者等の個人情報保護に関する規則（学生用） 

１．学外施設での臨床実習中に患者の個人情報を含むすべての個人情報について、漏洩、盗聴、無許可閲

覧、改ざん、破壊あるいは消去などに関して学生が関与する問題が発生した時、発見した施設職員は、直

ちに学外実習担当講師に口頭で報告し、学外実習担当講師はファックスまたは電話で学外実習委員会委員

長に連絡する。 

２．医学部長は、６学年選択制臨床実習においては学外実習委員会委員長に対して、また４・５学年臨床実

習においては臨床実習運営委員会委員長に対して、関係者および学生から事情聴取を行うよう指示する。 

３．学外実習委員会委員長又は臨床実習運営委員会委員長は医学部長、教務委員長、学生指導委員長、学務

部長らと協議して問題の解決に当たる。 

４．医学部長は教授会において事例の報告を行う。 

５．学生が個人情報を故意に漏洩、盗聴、無許可閲覧、改ざん、破壊あるいは消去した場合には、学則第45

条に基づく処罰を行う。 

６．また、個人情報を過失により漏洩、消去あるいは紛失した場合であっても学則に基づき処罰を行う場合

がある。 



電子カルテ等の患者個人情報取り扱いの注意 

 

Ⅰ．電子カルテの使用 

  電子カルテの使用に当たっては、下記事項を厳守すること。 

１） 指導担当の教員から指示された患者の電子カルテを閲覧・記載する。担当患者以外の閲覧は禁じら

れている。 

２） 電子カルテシステム使用に当っては、事前にトレーニングを受け、ID及びパスワードの発行を受け

ること。 

３） 電子カルテの利用時には患者毎に使用者が自動的に記録されることに留意すること。 

４） 自らがアクセスした電子カルテを他者に利用させないこと。（他者による不正使用が自らの使用履

歴として記録される危険性があります。） 

５） 他者がアクセスした電子カルテシステムを使用しないこと。（不正使用履歴により他者に損害を与

える危険性があります。） 

６） 検査結果の画像を含め、使用中のカルテの画面内容を携帯電話、カメラ等で写真撮影しないこと。 

７） 電子カルテ使用途中で離席する時は、毎回使用終了（ログアウト）の手続きを必ず行うこと。 

８） 使用の最後には、使用終了（ログアウト）の手続きを必ず行うこと。 

 

Ⅱ．紙媒体への記入もしくは私的PC（パーソナルコンピュータ）へのデータ入力について 

  個人情報保護法に則し、患者氏名、ID.No、生年月日、住所、入院日、手術日等個人が特定できるデータ

を、紙媒体、電子媒体（例、私的PC、USB等）として保管しないこと。 

 

Ⅲ．患者個人情報の指定区域＊外への持ち出し禁止 

患者個人情報は、以下に従い取り扱うこと。 

１）電子カルテの記載内容や検査値等を直接プリントアウトしたものや、患者さんの情報が記載されて

いる紙媒体などは、絶対指定区域外に持ち出さないこと。また、指定区域内であっても放置せず、

常時携帯すること。 

２）ローテートした科の終了時までに、上記１）の患者個人情報の書類は、必ずシュレッダーで破棄し

ておくこと。 

３）発表したケースレポートやOHPフィルムについても、ローテートした科の終了時までに、上記と同様

に対処すること。 

４）私的PC及び記録メディア中の記載も、ローテートした科の終了時までに、個人情報が誤って入力さ

れたりしていないか厳格に確認すること。 

＊指定区域：第一教育病院…各病棟、スタッフ館Ⅰ、Ⅱ、外来棟 

        第二教育病院、七栗記念病院、岡崎医療センター…各病棟、医局 

 

Ⅳ．私的PCならびにUSBメモリー使用上の注意 

  臨床実習で使用する私的PCは、ファイル交換ソフトがインストールされておらず、最新のウィルス対策

がなされているものに限る。またUSBメモリーもパスワードでロックされるものを使用すること。 

なお、使用にあたっては、ログインパスワードの設定、情報の匿名化や暗号化を徹底すること。 



 

Ⅴ．患者包括同意の表示について 

  第一教育病院の電子カルテ（第一画面）上には、Student Doctorを意味する「SD」のアイコンが表示さ

れる。包括同意を得られた患者は青色で「SDあり」、断った患者は赤字で「SDなし」、同意を確認できて

いない患者は非表示となる。 

 

Ⅵ．処罰について 

  上記の注意事項を遵守しない場合は、「藤田医科大学医学部患者等の個人情報保護に関する誓約書」に

違反するため処罰する。 



藤田医科大学病院で診療を受けられる患者さんへ 

 

一般同意に関するご説明 

 

藤田医科大学病院（以下当院）では診療のため、病状を診断するうえで必要となる一般的な検査（診察・採血検査・

Ｘ線撮影・超音波検査・心電図検査・病変部の写真撮影など）、病状や症状に応じた治療のための処置（投薬・静脈

注射・点滴などの治療行為）および医学的ケアなどを行います。 

以下については患者さんの同意が必要となりますので、内容をご確認いただきご理解とご協力をお願いいたしま

す。なお、一度同意された後に内容を取り消していただくことも可能です。 

 

1. 教育病院における学生の診療参加について 

  当院は、大学病院の教育施設として医学生をはじめ、看護師・理学療法士・作業療法士・薬剤師等医療従事者を志

す学生を受け入れており、教員指導のもと教育を行っております。診療の場に同席させていただくこともあります

が、医療人育成のためご理解ご協力をお願いいたします。  

 

2. スチューデントドクター（学生医師）について 

医師の臨床実習を行う 4・5・6年生は、全国で統一された試験に合格し、スチューデントドクター（学生医師）と

して認定を受けています。「指導医の指導または監視下で実施を認められた医療行為のみ」を行い、別途個別同意を

いただくことなく侵襲のある医療行為を行うことはありません。医療人育成のためご理解ご協力をお願いいたしま

す。 詳しくは資料１をご覧ください。 

（資料１：臨床実習に関する包括同意のご案内） 

 

3. 診療に伴い発生する検査検体等の利用について 

診療を受ける際には必要な検査検体や診療情報が発生します。その主なものは、病歴（カルテ）、画像情報、生理検

査、血液や尿、診断や手術による組織、病変部を撮影した画像データなどです。これらの情報を、患者さんの診療

のためだけでなく、医学の発展に寄与する研究や教育のために匿名化した上で利用いたします。患者さんに現在提

供されている診断や医療もこのような過去の検査検体によって支えられています。ご理解とご協力をお願いいたし

ます。詳しくは資料２をご覧ください。 

（資料２：当院を受診された患者さんへのお願い） 

 

4. 個人情報の取り扱いについて 

医療で使用される個人情報はその情報の性質上、格別な配慮が必要です。医療提供、診療費請求業務、管理運営業

務、その他の医療関連事項、教育・研究を目的として患者さんの個人情報を含む記録を利用させて頂きます。当院

では個人情報保護対策委員会を設置してその取扱いに万全な体制で取り組んでおりますのでご理解ご協力をお願い

いたします。詳しくは資料３をご覧ください。 

（資料３：藤田医科大学病院における個人情報の取り扱いについて） 

※上記の他に、特定の診断、検査及び手術などの侵襲性を伴う治療行為、麻酔、鎮静、輸血においては個別に説明

を行いその都度書面にて同意をいただきます。 

Ver.1.0 2018年 3月 19日作成 

Ver1.2 2019年 7月 29日一部改訂 

 



 

一般同意書 

 

藤田医科大学病院長  殿 

藤田医科大学医学部長 殿 

 

 

私は、一般同意の説明について （□にチェックしてください） 

□  全てに同意します。 

□  同意しません。 （同意できない項目に〇をつけてください） 

1. 教育病院における学生の診療参加 

2. スチューデントドクター 

3. 診療に伴い発生する検査検体等の利用 

4. 個人情報の取り扱い 

 

上記項目のうち、ひとつでも同意していただけない場合は担当医に申し出てください。 

また、一度同意された場合でも同意を撤回することができますので、その場合においても担当医等に申し出

てください。 

 この一般同意書は、特にお申し出がない限りは同意が継続しているものとみなされます。 

 

 

同意日時     年   月   日    時   分 

患者登録№ （    ―    ―    ―   ） 

患者さん ご署名                      

保護者  ご署名                     （続柄：       ） 

代理人  ご署名                     （続柄：       ） 

 

Ver.1.0 2018年 3月 19日作成 

Ver2.0 2019 年 7月 29日改訂  



平成 29年 10月 14日 ver.7 

臨床実習に関する個別同意のご説明 

 

本大学病院における臨床実習について、ご理解とご協力をいただき誠にありがとうご

ざいます。スチューデント・ドクター（医学部 4・5・6年生）ないしスチューデント・ドクター

の認定を受けていない医学生（医学部 1・2・3 年生）の臨床実習に関する包括同意書

は既に提出いただいております。今回は医師の指導のもと担当科が侵襲性が高いと

指定した医行為を施行させていただくため、改めて個別同意を取らせていただきます。

何卒ご協力の程、お願い申し上げます。 

 

○ スチューデント・ドクターは、臨床実習において指導医のもと医師としての態度、技

能を学びます。スチューデント・ドクターは臨床実習を行うに足る能力（知識・技

能・態度）がある医学生として、全国で統一された試験に合格し、認定を受けてい

ます。 

 

○ スチューデント・ドクターが行う医行為は、実施を認められたものに限定していま

す。しかし、患者さんの健康ないしプライバシーを損なうような事象が発生した場

合には、病院長、医学部長の責任で適切に対応します。 

 

○ 今回行う医行為を担当以外のスチューデント・ドクターないしスチューデント・ドクタ

ーとして認定されていない医学生が見学させていただく場合がありますことをご了

解ください。 

 

○ 臨床実習に協力いただくことを同意された後でも、同意の取り消しを申し出いただ

くことは可能です。そのことによって、その後の診療などに不利益を被ることはあ

りませんので、遠慮なくお申し出ください。 

 

○ スチューデント・ドクターに関する質問は、担当医師にお申し出ください。 

 

 

藤田医科大学病院病院長 湯澤由紀夫 

 藤田医科大学医学部長  岩田 仲生 

 

 

 

 

 

 

  



平成 29年 10月 14日 ver.7 

臨床実習に関する個別同意書 

 

「臨床実習に関する個別同意のご説明」に従い、個別同意について必要な説明をい

たしました。 

 

診 療 科 名：                                      

指導医署名：                                      

 

    スチューデント・ドクター 

    学籍番号（                           ） 

    署   名                                        

 

 

病院長・医学部長 殿 

 

臨床実習についての説明を受け、かつそれに対する十分な質問の機会も与えられ

ました。臨床実習に関して十分理解しましたので、スチューデント・ドクターが行う医行

為および担当以外のスチューデント・ドクターないしスチューデント・ドクターとして認定

されていない医学生の見学介助について、 

□ 協力します。 

□ 協力しません。 

該当する医行為                                           

 

     年   月   日 

 

患者登録№ （      ―      ―     ―      ） 

患 者 署 名：                                             

 

保護者署名（未成年の場合）：                        （続柄：     ） 

 

代諾者署名：                           （続柄：             ） 



 

平成 28年 1月 18日 ver.5 

臨床実習への協力の同意取り消し通知書 
 

 

藤田医科大学病院病院長 湯澤由紀夫 殿 

藤田医科大学医学部長 岩 田 仲 生 殿 

 

 

 

臨床実習に協力する同意書を提出いたしましたが、これを取り消しいたします。 

 

 

 

 

     年   月   日 

 

 

患者登録№ （      ―      ―      ―      ） 

患 者 署 名：                                            

 

保護者署名（未成年の場合）：                     （続柄：     ）  

 

代諾者署名：                        （続柄：            ）  

 



実習中の学生による針刺し・切創・粘膜曝露などの感染事故対応策 

 

◆藤田医科大学病院における対策 

● 時間内の対策（平日 8 :45～17 : 00、土曜日 8 :45～12 : 30） 

1. 誤穿刺・粘膜曝露に遭遇した学生は、直ちに流水と石鹸で十分に洗浄し、消毒等の処置をおこなう。 

2. 学生は処置後直ちに実習指導責任者に報告し、必要な指示を受ける。 

3. 実習指導責任者は、汚染源（患者）の特定と抗原・抗体価（HBs、HCV、HIV）さらに曝露者（学生）

の抗体価を確認し、さらに受傷部位の具合を考慮して、誤穿刺・粘膜曝露発生時の職員(曝露者)の

初期対応図に従って、〈受診が必要〉〈受診不要〉を判断し、学生に指示すると共に、医学部学務課

に報告する。 

〈受診が必要な場合〉 

1) 実習指導責任者は健康管理部に連絡し、学生に健康管理部へ来室するよう指示する。健康管理部は

受診の手続きを行う。 

2) 担当医（学生を診察した医師）は必要な検査、処置を行う。 

＊必要な検査・処置に関しては、病院職員を対象にした「誤穿刺・粘膜曝露発生時対応マニュア

ル」に準ずる。 

＊汚染源（患者）の抗原・抗体価が不明か未検査の場合、実習指導責任者は汚染源（患者）の主

治医に対し、（担当医の指示に従い）患者に採血検査を受けるよう依頼することがある。その際

の費用に関しては大学病院が負担する。 

3) 曝露者（学生）本人の診療に必要な経費は学生傷害保険（総合保障プラン）から補償を受けること

ができる。免責分は医学部父母の会に請求することができる。取り敢えず必要な負担金は学生自身

が立て替える。 

4) 学生本人は、実習指導責任者の指導の下、「針刺し・切創など実習中の事故報告書」および「A：

針刺し・切創報告書」あるいは「B：皮膚・粘膜汚染報告書」を作成し、医学部学務課へ届ける。 

5) 医学部学務課は健康管理部へ「針刺し・切創など実習中の事故報告書」および「A：針刺し・切創

報告書」あるいは「B：皮膚・粘膜汚染報告書」を送付する。 

6) 健康管理部は必要な時期に担当医と学生自身に連絡し、その後の追跡調査をした上で、結果を学

務課→事務部長→学生指導委員長→教務委員長→医学部長に報告する。 

7) 健康管理部は必要ならば事故例の集計を行い、対策（の必要性）を医学部長に提言する。 

〈受診する必要がない場合〉 

  「ウィンドゥ期に関する説明文」を熟読し、上記 4）～7）の手続きをおこなう。 

●時間外の対策 

1.  誤穿刺・粘膜曝露に遭遇した学生は、直ちに流水と石鹸で十分に洗浄し、消毒等の処置をおこなう。 

2.  学生は処置後直ちに実習指導責任者に報告し、必要な指示を受ける。 

3. 実習指導責任者は、汚染源（患者）の特定と抗原・抗体価、さらに曝露者（学生）の抗体価を確認

し、さらに受傷部位の具合を考慮して、添付資料「受診時の指示系統図（時間外）」「初期対応図」

に従って、〈受診が必要〉〈受診不要〉を判断し、学生に指示する。 

 〈受診が必要な場合〉 

1) 実習指導責任者は速やかに ER外来に受診できるように手配する（時間外指導医への連絡と説明を

行う）。 

2）自費診療の手続きをする。診療は ER外来担当医師と時間外指導医がおこない、必要な検査・治療

を行う。 

＊必要な検査・治療に関しては、職員を対象にした「誤穿刺・粘膜曝露発生時対応マニュアル」に

準ずる。 

＊汚染源（患者）の抗原・抗体価が不明か未検査の場合、実習指導責任者は汚染源（患者）の主

治医に対し、（担当医の指示に従い）患者に採血検査を受けるよう依頼することがある。その際



の費用に関しては大学病院が負担する。 

3）学生本人の診療に必要な経費は学生傷害保険（総合保障プラン）から補償を受けることができる。

免責分は医学部父母の会に請求することができる。取り敢えず必要な負担金は学生自身が立て替え

る。 

4）学生は、実習指導責任者の指導のもと、「針刺し・切創など実習中の事故報告書」および「A：針

刺し・切創報告書」あるいは「B：皮膚・粘膜汚染報告書」を作成し、医学部学務課へ届ける。 

5) 医学部学務課は健康管理部へ「針刺し・切創など実習中の事故報告書」および「A：針刺し・切創

報告書」あるいは「B：皮膚・粘膜汚染報告書」を送付する。 

6) 健康管理部は必要ならば担当医と学生自身に連絡し、その後の追跡調査をした上で、結果を学務課

→事務部長→学生指導委員長→教務委員長→医学部長に報告する。 

7) 健康管理部は必要ならば事故例の集計を行い、対策（の必要性）を医学部長に提言する。 

〈受診する必要がない場合〉 

  「ウィンドゥ期に関する説明文」を熟読し、上記 4）～7）の手続きをおこなう。 

 

◆藤田医科大学第 2教育病院（ばんたね病院）における対策 

１．ばんたね病院の針刺し・切創事故対応マニュアルに従って初期対応する。 

  当日の連絡は、臨床研修センターにする。臨床研修センターより、実習指導責任者、内科系・外科 

系担当責任者、健康管理室へ報告する。 

２．以後の手続き・処置・経過観察は本マニュアルに従う。医学部への届出用紙は本マニュアルの指定

するものを使用する。 

３．学生本人の診療に必要な経費は学生傷害保険（総合保障プラン）から補償を受けることができる。

免責分は医学部父母の会に請求することができる。取り敢えず必要な負担金は学生自身が立て替え

る。 

 

◆藤田医科大学第 3教育病院（七栗記念病院）における対策 

１.当日の連絡先について、藤田医科大学病院における対策の「健康管理部」を、「事務部総務課」と読

み替えて対応し、健康管理部への連絡調整を総務課がおこなう。医学部への届出用紙は本マニュアル

が指定するものを使用する。 

２. 「受診時の指示系統図（時間内・時間外）」については、本マニュアルではなく「藤田医科大学 七

栗記念病院血液・体液暴露事故後対応」に従い、対応する。 

３．学生の場合は受診先を実習指導責任者とする。実習指導責任者が不在の場合には、受診先を実習指

導責任者が指定する。 

 

◆藤田医科大学第 4教育病院（岡崎医療センター）における対策 

１．当日の連絡先について、藤田医科大学病院における対策の「健康管理部」を、「事務部人事課」と読

み替えて対応し、健康管理部への連絡調整を人事課がおこなう。医学部への届出用紙は本マニュア

ルが指定するものを使用する。 

２．「受診時の指示系統図（時間内・時間外）」については、本マニュアルではなく「藤田医科大学岡崎

医療センター誤穿刺・粘膜暴露対応マニュアル」内の「誤穿刺・粘膜曝露発生時の職員（曝露者）

の初期対応図（P.1）」に従い、対応する。 

３．受診先を、下記の通りとする。「藤田医科大学岡崎医療センター誤穿刺・粘膜曝露対応マニュアル」

内の「フローチャート 1～5」参照 

 1）HBs抗原・HCV抗原陽性の場合：消化器内科 

 2）TP抗体陽性の場合：総合診療科 

 3）HIV抗原抗体・HTLV-1抗体陽性の場合：血液・腫瘍内科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

医学部長 殿                             西暦      年   月   日 

針刺し・切創など実習中の感染事故報告書 

 医 学 部     年 

 学籍番号                          

氏    名                       印 

 現 住 所                               

 連絡先（電話）                            

 

   実習中に下記の事故を経験しましたので報告いたします。 

 

１．事故の日時  西暦      年    月    日  午前 ・ 午後    時   分頃 

２．実習中の診療科  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿科 

３．事故の場所および状況（詳細はエピネット日本語版に記載） 

    感染源の特定：不可能 ・ 可能（患者氏名＿＿＿＿＿＿＿＿  ID番号   -   -   -   ） 

    発生場所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  発生日時：                           

     状況：                                                         

                                                                 

                                                                 

    感染源＊ HBs抗原：－＋不明 HCV抗体：－＋不明 TP抗体：－＋不明 HIV抗体：－＋不明 

    報告者  HBs抗原：－＋不明 HCV抗体：－＋不明 TP抗体：－＋不明 HIV抗体：－＋不明 

           HBs抗体：－＋不明 

＊感染源の感染状況が不明な場合，実習指導者は対象患者様にお願いして至急必要な検査をして下さい。 

費用に関しては大学病院が負担しますので，医事課に減免申請書を提出して下さい。 

４．処置・受診の状況 

受診： 受診した ・ 受診していない   

状況：                                                                           

                                                               

主治医による記入欄（講師以上の医師）          西暦      年   月   日 

     主治医 職・氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 印   診療科               

     傷病名                                                       

     検査・治療内容                                                  

                                                             

                                                             

 休学見込日数 ＿＿＿＿＿＿    治癒（経過観察）に要する見込日数                   

５．実習指導者による記入欄 

       上記のように学生に指導し、対応いたしました。 

 西暦     年   月   日  所属＿＿＿＿＿＿＿  職・氏名                      印  

医学部長 教務委員長 
学生指導 

委 員 長 
学務部長 健康管理部長 

     



1 10/15 ～ 10/19

2 10/21 ～ 10/26 1 12 14 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B

3 10/28 ～ 11/2 13

4 11/5 ～ 11/9 14 12

5 11/11 ～ 11/16 13

6 11/18 ～ 11/23 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B

7 11/25 ～ 11/30 13

8 12/2 ～ 12/7 14 12

9 12/9 ～ 12/14 13

10 12/16 ～ 12/21 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B

11 12/23 ～ 12/28 13

12/30 ～ 1/4

12 1/6 ～ 1/11 14 12

13 1/14 ～ 1/18 13

14 1/20 ～ 1/25 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B

15 1/27 ～ 2/1 13

16 2/3 ～ 2/8 14 12

17 2/10 ～ 2/15 13

18 2/17 ～ 2/22 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8 7 6

19 2/25 ～ 3/1 13

20 3/3 ～ 3/8 14 12

21 3/10 ～ 3/15 13

22 3/17 ～ 3/22 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8 7

23 3/24 ～ 3/29 13

24 3/31 ～ 4/5 14 12

25 4/7 ～ 4/12 13

26 4/14 ～ 4/19 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9 8

27 4/21 ～ 4/26 13

28 4/28 ～ 5/3 14 12

5/5 ～ 5/10

29 5/12 ～ 5/17 13

30 5/19 ～ 5/24 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10 9

31 5/26 ～ 5/31 13

32 6/2 ～ 6/7 14 12

33 6/9 ～ 6/14 13

34 6/16 ～ 6/21 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11 10

35 6/23 ～ 6/28 13

36 6/30 ～ 7/5 14 12

37 7/7 ～ 7/12 13

38 7/14 ～ 7/19 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14 11

39 7/22 ～ 7/26 13

40 7/28 ～ 8/2 14 12

41 8/4 ～ 8/9 13

8/11 ～ 8/16

42 8/18 ～ 8/23 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1 12 14

43 8/25 ～ 8/30 13

44 9/1 ～ 9/6 14 12

45 9/8 ～ 9/13 13

46 9/16 ～ 9/20 12 14 11 10 9 8 7 6 5-A 5-B 4-A 4-B 3-A 3-B 2-A 2-B 1

47 9/22 ～ 9/27 13

48 9/29 ～ 10/4 14 12

49 10/6 ～ 10/11 13

※ 6/11 総長の日、10/10 開学記念日は臨床実習を行います。

 臨床実習確認テスト

 臨床倫理および臨床実習確認テスト

 総合試験　2025年10月下旬予定

〔2024～2025年度　臨床実習履修科目〕

参加型（１科を４Ｗ） 見学型

１．内科①（救急総合） １２．七栗記念病院

２．内科②（A 神経、B 呼吸器 ） １３．地域医療

３．内科③（A 循環器、B 消化器内科学） １４．検査医学（臨床検査部、輸血部、病理部）

４．内科④（A 血液、B 腎臓）

５．内科⑤（A 内分泌代謝、B リウマチ・膠原病内科）

６．外科①（総合消化器）

７．外科②（心血管、呼吸、形成、内分泌、小児）

８．総合診療（第２教育病院全科）

９．小児科

１０．産婦人科

１１．精神科

11
班

12
班

13
班

14
班

2024～2025年度　Ｍ４・Ｍ５臨床実習前期スケジュール表

１
班

2
班

3
班

4
班

5
班

6
班

7
班

8
班

夏　期　休　暇

ゴールデンウィーク

21
班

22
班

23
班

24
班

臨床実習の準備教育・白衣式(10/20)

年　末　年　始

15
班

16
班

17
班

18
班

19
班

20
班

9
班

10
班実習日

班



37の症候・病態    ※医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成 28 年度改訂版）P83～87 参照  

コアカリ項目「F 診療の基本」および「G 臨床推論」 では以下の 37の症候・病態について、原因と病態

生理、治療、鑑別診断と臨床推論、を臨床実習において修得することが求められている。学生には臨床実

習過程のあらゆる機会において、これらを経験する積極的な姿勢を望む。 

1) 発熱 

2) 全身倦怠感 

3) 食思(欲)不振 

4) 体重増加・体重減少 

5) ショック 

6) 心停止 

7) 意識障害・失神 

8) けいれん 

9) めまい 

10) 脱水 

11) 浮腫 

12) 発疹 

13) 咳・痰 

14) 血痰・喀血 

15) 呼吸困難 

16) 胸痛 

17) 動悸 

18) 胸水 

19) 嚥下困難・障害 

20) 腹痛 

21) 悪心・嘔吐 

22) 吐血・下血 

23) 便秘・下痢 

24) 黄疸 

25) 腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤 

26) 貧血 

27) リンパ節腫脹 

28) 尿量・排尿の異常 

29) 血尿・タンパク尿 

30) 月経異常 

31) 不安・抑うつ 

32) もの忘れ 

33) 頭痛 

34) 運動麻痺・筋力低下 

35) 腰背部痛 

36) 関節痛・関節腫脹 

37) 外傷・熱傷 

 

書類の流れ 

学生：班、学籍番号、氏名、経験症例を記載の上、担当教員へ提出 

 ↓ 

担当教員：確認、サイン 

 ↓ 

責任者（教授）：評価、サイン、押印 

 ↓ 

両面記載の評価表を学務課へ提出 

 ↓ 

学務課：表面（経験症例）のみ学生へフィードバック 

 

【記入例】

 



臨床実習　各診療科で経験する症候・病態
内
科
①

外
科
①

救
急
医
学
・
総
合
内
科

脳
神
経
内
科

呼
吸
器
内
科

循
環
器
内
科

消
化
器
内
科

血
液
内
科

腎
臓
内
科

内
分
泌
･
代
謝
･
糖
尿
病
内
科

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科

総
合
消
化
器
外
科

心
臓
血
管
外
科

呼
吸
器
外
科

形
成
外
科

内
分
泌
外
科

小
児
外
科

総
合
診
療

(

第
二
教
育
病
院

)

小
児
科

産
婦
人
科

精
神
科

七
栗
記
念
病
院

麻
酔
科

放
射
線
科

外
科
・
緩
和
医
療
科

移
植
・
再
生
医
学

血
管
外
科

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

眼
科

整
形
外
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科

脳
神
経
外
科
・
脳
卒
中
科

岡
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

臨
床
腫
瘍
科

感
染
症
科

認
知
症
・
高
齢
診
療
科

皮
膚
科

乳
腺
外
科

1 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ○ ○ ◎ 〇 〇 ◎ ○ ◎ 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

2 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ 〇 ○ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ○ ◎ 〇 ◎ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

3 ○ ○ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

4 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 ◎ ○ ○ ◎ 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

6 ◎ ○ ○ ◎ 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 〇

7 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ◎ 〇 〇 〇

8 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇

9 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 〇

10 ◎ ○ ◎ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

11 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ 〇 〇 ◎ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 ○ ○ ○ 〇 ◎ ◎ 〇 ○ ○ ◎ ◎ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ◎

13 ○ ○ ◎ ○ ◎ 〇 ◎ 〇 ○ ◎ 〇 ◎ ◎ ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 〇 〇

14 ○ ○ ◎ 〇 ○ 〇 ○ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

15 ◎ ○ ◎ ◎ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

16 ◎ ○ ◎ ◎ 〇 ○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇

17 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ 〇 ◎ ○ 〇 〇 ○ 〇 〇

18 ◎ ○ ◎ ○ 〇 ◎ ○ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇

19 ○ ○ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ ◎ ○ 〇 〇 〇 〇

20 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 〇 〇 ◎ ◎ ○ ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 〇 〇

21 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ○ ○ 〇 〇 ◎ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇

22 ◎ ○ ○ ◎ 〇 ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ○ ◎ 〇 〇 ◎ ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇

24 ○ ○ ◎ 〇 ○ ◎ ○ ○ 〇 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇

26 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 ◎ ◎ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

27 ○ ◎ 〇 ◎ ○ ◎ ○ ◎ 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 ◎ 〇 〇 ◎

28 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 〇 ○ 〇 ◎ 〇 ○ 〇 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 〇 〇 〇 〇

29 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 〇 ○ ◎ ◎ ○ 〇 ◎ ○ ◎ 〇 〇 〇

30 ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇

31 ○ ○ ○ ◎ ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ ◎ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇

32 ○ ◎ ○ 〇 ○ ○ 〇 ◎ 〇 〇 ○ ○ 〇 ◎

33 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇

34 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ○ 〇 〇 〇 〇

35 ○ ○ ○ 〇 ◎ ○ ○ ○ ○ 〇 ◎ 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇 〇

36 ○ ○ ○ 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ○ 〇 〇 〇

37 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 ○ ◎ ○ 〇 〇 〇

コアカリ項目「F 診療の基本」およ
び「G 臨床推論」　では以下の37
の症候・病態について、原因と病
態生理、治療、鑑別診断と臨床
推論、を臨床実習において修得
することが求められている。学生
には臨床実習過程のあらゆる機
会において、これらを経験する積
極的な姿勢を望む。

発熱

全身倦怠感

食思(欲)不振

発疹

体重増加・体重減少

ショック

心停止

けいれん

めまい

脱水

浮腫

意識障害・失神

内科
②

内科④ 内科⑤ 外科②内科 ③

尿量・排尿の異常

腰背部痛

便秘・下痢

関節痛・関節腫脹

咳・痰

血痰・喀血

呼吸困難

黄疸

貧血

血尿・タンパク尿

月経異常

不安・抑うつ

選択式① 選択式②

実習により、　◎：必ず経験できる症候　　○：経験できる可能性がある症候

外傷・熱傷

頭痛

胸痛

動悸

腹部膨隆（腹水を含む）・腫瘤

胸水

嚥下困難・障害

腹痛

悪心・嘔吐

吐血・下血

運動麻痺・筋力低下

もの忘れ

リンパ節腫脹



2024年 10月 3日 

 

アンプロフェッショナル行為への対応について 

教務委員長 髙橋 和男 

 

本学では、4 学年～5 学年臨床実習におけるアンプロフェッショナル（以下アンプロ）行為への対応の

ため、アンプロ部会を設置しています。 

アンプロ部会は、各診療科から報告されたアンプロ行為を、臨床実習運営委員会委員長および副委

員長、学生指導委員長、教務委員長をはじめとする構成員にて、メール審議を主として審議・認定する

部会となります。アンプロ行為に対する注意・指導を各診療科で実施いただいた後に、当該学生への注

意・指導が繰り返される場合や、その後の改善がない場合に、各診療科単位ではなく医学部全体で責

任をもってアンプロ行為の内容を判断・情報管理を行い、後の診療科での教育につなげることを目的と

しています。 

 

アンプロ行為の審議・認定の流れは以下のとおりです。 

① 各診療科から報告されたアンプロ行為（臨床実習評価票への記載内容）に基づき、アンプロ部会で

審議を行う。 

② 審議の結果、アンプロ行為の認定・非認定を決定する。 

③ アンプロ行為が認定された場合、診療科および学生へ通達する。内容に応じて面談・指導等教育

的措置を検討する。 

 

なお、アンプロ行為が認定された学生は、当該診療科の評価点は 0 点（4 週間分の実習の場合は 4 単

位分不合格）となり、臨床実習全 65単位のうち、12単位以上が不合格となった場合は留年となります。 

また、アンプロ行為が認定された履歴がある学生は、第 6 学年時の選択制臨床実習で、学外実習が不

可となります。 

 

以 上 



アンプロフェッショナル行為　具体例
出典：昭和大学「医学生のプロフェッショナリズムに関する教育･評価ガイドライン」

【Ⅲ：臨床実習】 

1【社会人としての礼儀、モラル】社会人に求められる礼儀やモラルが身についていない。 

2【学びの姿勢】学生として不真面目な態度、行動を認める。 

3【医学生としての礼儀、身だしなみ】医学生としての礼儀、身だしなみが身についていな

い。 

4【医療安全】医学生として守るべき医療安全を遵守できない。 

5【守秘義務】医学生として守るべき守秘義務を遵守できない。 

6【患者への態度】患者への態度が医療従事者として不適切である。 

7【医療チームの一員としての態度】医療チームの一員として不適切な言動がみられる。 

8【医師としての適正】思考や言動が医師として不適格である。 

1【社会人としての礼儀、モラル】社会人に求められる礼儀やモラルが身についていない。 

＊周囲の人に対していじめや差別、セクシャルハラスメントを行う。 

＊同級生の持ち物、金品を盗る。 

＊院内・医局の備品を許可なく私物化する。（筆記用具、道具、食べ物など） 

＊同級生や実習先の指導医、メディカルスタッフ、患者さんに挨拶をしない。 

＊適切な丁寧語、敬語が使えない。 

＊SNS 等の不適切な利用、不適切な情報発信がある。 

2【学びの姿勢】学生として不真面目な態度、行動を認める。 

＊正当な理由*のない無断欠席、無断遅刻、無断早退。 

-「正当な理由」：交通機関の遅延による遅刻・欠席、学校指定伝染病、忌引など。

- 出席を義務づけられていない場合であっても、アクティブラーニング等では上記を適応す

る。 

＊臨床実習を抜け出して、クラブの練習や趣味、バイト等に時間を割く。 

＊欠席に対して、嘘の理由を言う。 

＊臨床実習中、私語をする。注意しても繰り返す。 

＊臨床実習中にスマートフォン、タブレット端末、パソコン等を学業以外（ゲーム等）や、

実習とは無関係な自分の勉強に使用する。 

＊臨床実習中に許可を得ずに飲食をする。 

＊レポート等提出物の提出期限を守らない。 

＊自己学修が不足している。（頻度の高い疾患・手技など、学修事項の復習など） 



＊教員、職員からの注意や指導を真摯に受け止めない、不服そうな態度をとる。 

＊怠惰で臨床実習中の緊張感がない。 

＊臨床実習の指示書に従わない言動がみられる。 

＊カンファレンス、クルズス、外来見学中に居眠りをする。欠伸を繰り返す。 

＊臨床実習に消極的で自分からは何もしようとしない。 

＊教員からの質問や指示を無視する。 

＊ふざけた態度を示したり、ふざけた言葉遣いをしたりする。 

＊反抗的な態度を示したり、反抗的な言葉遣いをしたりする。 

＊教員、職員、他の学生や患者に対して、尊大な態度・言葉遣いで接する。 

3【医学生としての礼儀、身だしなみ】医学生としての礼儀、身だしなみが身についていな

い。 

＊臨床実習に不適切な服装である。（服装、髪型、靴下、靴など、病院の既定を守らない） 

＊患者さんやスタッフに対して不快な言葉遣いがある。（タメ口、ぞんざいな口調が散見さ

れるなど） 

＊名札忘れまたは不適切な装着をしている。（逆向き等も含む） 

4【医療安全】医学生として守るべき医療安全を遵守できない。 

＊エレベーター内で会話を控える、エスカレーターを走らない、感染予防に努める等､病院

のルールを守らない。 

＊自身の体調管理ができない。 

＊患者さんを危険にさらす行動がみられる。 

5【守秘義務】医学生として守るべき守秘義務を遵守できない。 

＊実習で受け持ちになった患者さんについて、個人名を出しながら病院の廊下や公道、電車

の中などで、同級生と話をする。 

＊患者さんのプライバシー、個人情報を食堂、エレベーター、学外で話す。 

＊レポートのために、受け持ち患者の診療録をコピー、写真を撮る。 

＊SNS で自分の受け持ち患者について、個人を特定できる内容で話題にあげる。 

6【患者への態度】患者への態度が医学生として不適切である。 

＊患者さん同席のインフォームド・コンセントなどの重要な局面で居眠りをする。 

＊患者さんに虚偽の情報を与える。 

＊患者さんが乗るスペースがないのに、エレベーターから降りようとしない。 

＊廊下を横に広がって歩きながら話に夢中になり、向こうから来る患者さんに道を譲ろう

としない。 



＊患者さんに約束したことを守らない。 

＊患者さんが困っておられる状況を、見て見ぬふり･気づかないふりをする。 

7【医療チームの一員としての態度】医療チームの一員として不適切な言動がみられる。 

＊患者さん、メディカルスタッフや同級生と、トラブルを起こす。 

＊看護師、他のメディカルスタッフ、事務スタッフ、秘書など実習先の人たちに暴言を吐く、

又は、無視する。 

＊患者さんから得た情報や医療上必要な情報を、指導医やスタッフと共有できない。（報告・

連絡・相談［組織のホウレンソウ（報連相）］ができない） 

＊協同学修に参加せず、チームワークを大切にしない。 

8【医師としての適正】思考や言動が医師として不適格である。 

＊レポート、臨床実習の現場などで命を軽視した発言や態度・行動を示す。 

＊言語的/非言語的コミュニケーションに重大な問題がある。（反抗的な態度、尊大な言動な

ど） 

＊学生、教員、医療スタッフ、患者、動物、器物などに対して、冷酷な態度、抑制困難な衝

動行為、暴力がみられる。 
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スチューデント・ドクターの一日



スチューデント・ドクターの一日



救急車同乗実習 

 

１．実習場所  豊明市消防本部 

 

２．集合場所  豊明市消防本部           

なるべく１台の車に便乗すること           

瀬戸大府東海線県道 57号沿いの駐車場に駐車 

 

３．実習時間  午前８時 20分～午後５時 00分 

 

４．実習内容： 救急車に同乗し病院前救護について 

救急隊員の補助 

 

５．注意事項 

・救急出動現場では救急隊長・救急隊員の指示に従う。 

・交通事故現場など、救急車両から出る場合特に注意して行動し、指示に従う。 

・事故にあった場合はすみやかに事務局に報告して指示を仰ぐこと。 

・緊急を要する場合は救急外来（0562－93－2394）に連絡して指示を仰ぐこと。 

・昼食は実習中に購入できる場所がないため、事前に準備し、持参すること。 

・服装は軽快に動けるものを着用。白衣着用。 

・名札はつけること。 

・運動が出来るような靴で、ハイヒールは禁。 

・不明な点があれば救急外来に連絡をとる。 



日付 年齢 性別 症例 医行為

1 ／ 男 ・ 女

2 ／ 男 ・ 女

3 ／ 男 ・ 女

4 ／ 男 ・ 女

5 ／ 男 ・ 女

6 ／ 男 ・ 女

7 ／ 男 ・ 女

8 ／ 男 ・ 女

9 ／ 男 ・ 女

10 ／ 男 ・ 女

11 ／ 男 ・ 女

12 ／ 男 ・ 女

13 ／ 男 ・ 女

14 ／ 男 ・ 女

15 ／ 男 ・ 女

16 ／ 男 ・ 女

17 ／ 男 ・ 女

18 ／ 男 ・ 女

19 ／ 男 ・ 女

20 ／ 男 ・ 女

経験症例リスト

第　　　　班　　学籍番号　　　　　　　　　　　　　氏名

※ER実習期間中に経験した症例を記入し、実習終了時に担当教員へ渡すこと。



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

内科①救急医学・総合内科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価 良 可 不可
１） 感染症（肺炎・尿路感染症）の診断治療を説明できる 4 2 0
２） 不明熱の鑑別診断について説明できる 4 2 0
３） 貧血の鑑別診断・治療について説明できる 4 2 0
４） 電解質異常（Na、K）について説明できる 4 2 0
５） 検査精度（感度・特異度）について説明できる 4 2 0

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）



�����������	
����
������������������� �����  ! "���������� #�$%& '( ��������)����������*+,�-. / ! 01�23 '( 45�67 8 95�:; 8 <=�>?@ 8 A�B� 8 CD�EF 8 G�2H 8 I5�JKL 8 M�NO 8 �5�PC 8 QR�ST 8 UV�WX 8 YI�Z@ 8 +I�[@ 8\]D�^ 8\ _`�ab 8\)��������cd*eD�fg  ! h5�ijb '()��������ck*lm�no 8 pq�r 8\ s5�.O 8\)��������ct*eD�uv  ! w5�xy / ! CO�z{ '(|0�}~ 8 )��������c�*�5��� 8 



��������	
��
������������������������ !"�#$%&�'()*+%�,��-./01�234567
389:7;<=>?�'(@A���-.3B'(@*�CD�EFG"H7IJKLM@)���	
IL=NOP�QRI?7S,TU/,V7�/,6W:/��
X8)YZI�[LM�\]JLM^_%`a�bc@>d]eV5�7L=fghiI'(@*��jklm�nolm�pqlm�rs%&8tu@`c
)vw33xM.yIL=z{]|0}~7L�����?��p�����I����
����Q
�fg��	
��8]`c0��5�7L=*����8]g�65�M�"����.%&]�Mjklm��������".0?�V�LM�9�0`cLM
I8��7L=�:B@�\�z{@���.y0� ¡\¢]£M¤¥%¦`�§¨0©ª«76¬­®¯­°±@²³�%´µ����"�¶·%&0¸¹]º»65¼VM��½¾`µ0¿À�x;M��I�ÁÂÃÄ�ÃIÅÆ`a0Ç��È@É@ÊËIÌ¾%`aÍ�ÎÏ6�bc]ÐWÑ~M@)�Ò�ÓÔ0ÕÑÖ×��½@ØÙÚI���tu)^8{ÛÜ<]ÝÞßRMàá@âÑI8��7L=­ãI�äåæçè?é@êë�åâçè?�@êëì�8nx:5�7L)�^í@EGî��ï"G�ð�ñò0¡36¬`aóô@¼õ�ÜB]?Dö÷ø"ù�úû�üýþ¥���%&^í@bc���½����½��
½@��¾9	@
�)��7�5�ä�
%`aì�ä�"�"ï�Ãbc@ÎÏì,-.@bc�Ï�ì0?�V�åæ���âæ��]?��8ßR%3�¬��]¯)��3~5�M�^8�+��¾%��I8��7L=Ö×>�I?{ÛÜ<@ÁÂÃ]±0jW��+)� @��I�M{ÛÜ<3B�u% 0!O5"+��8]�>#]¯����"0k36%)B����	
`µ@$6Ü�%&Ü��.']()}3�5�+'*0>¨65�¬+�ÑÑ�,�Ã���]-.6¬�c0½W�^í@/0"øÄ�1�2]83:546��1�7L=5>�06�5�7FG89��Ä�1�:F2;�65@<=0>]Ñ~5�¬++��0?@65�7L=ABCBDEFGHI�J�KLMNOPQ�RC�S:�2�C�S:�8"TUVWXYZ[½�@	\] �̂ ê@_R	\0`(
�6�!
aIbcLMd�+Ñ3!
a?ß5�M)�Tefa]�½ �©g�@¬V@���	
��h�i���Q�½j0klLMm=noêá�|p�65âY æ̂�qâêá�årá�s&@êá03~5-t65Ö<I�¬+�¬�=uvwx�yz�]�M{|d}ü~ü����m���:��d�]þ�m��No�d��������������m]��+�!��:"8���eµ	\��";7������`µ>ó0���T�¦�>�]Ö� ¡d´µ{|m¢£�¤¥M¦§B¨©ª«¬wx­®�!�";0¯yz�]°ß6�¯yz�����"��Iyz0Ç
d±V����;0²�¬³Iyz0´~M��m=µ(3@��²�0Ç�¬
OI�T�¦I^¶
�0Ç
=·¸�¹º»¼½¾¿ÀÁ¬ÂÃ¿ÄÅ



��������	�
����

������
����������������� ���!"�� #�����$%&'()*
�+,-.(�/012�	����$��	%34567869:-.;<=>-.?�@A�B�
 �CDEFGHIJKKLK$FMN�OPQRSGTUFMN�VWUFNTX�8YZMN�[\XKKKKLK$O]^_6`Ra[\X�$bcRdea[\X�;fgfa[\X�FGHU[\X�KKKKKKKKKhijkfXlmU�	KKLK$fn�$op��$qrsr�tuUvw�xgyz{|}~���U�	KLK$�R�9�9��$�R�9�9X�����U�BU����F������UX�KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKD��$��|Ug���X�$��dF�UX�$����|X�����	KLK$�lU��X���������U��UF���� 89¡¢bRX���£U�XKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKU¤�U�l��¥�¦§̈©ª«�¬­��UF����®R¯°±²���l��¡�³KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK���´X�µ¶X}~��·¸XKKLK$�¹�¡F��º�»6]¼U�½¾U�¿À���	KLKÁÂ�UÃÄRQ�¯R�GH��=ÅÃÄRQ�¯R���n}~��	KKKKLK�Æ¼²QÇÈR��ÉÊUÆ¼²QÇÈR�D��ËÌÍ¡ÎÏUÐÑ�¯R�Ð²KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKÒ97ÓOF�X}~���	KKKLK��¥¡��X���GHIJ���ÔÕX}~¬Ö���	KLK×!UØGj�ÙÚ¬Ö��ÛÜÝÞX}~ßàáâãäåKæàçèéåéêëLìíîíËÌÍ�	ï�ðñ��IJ�òW��ðñ��IJ}~ÎÏU¡óôIJU�	L»°]Ã±õFX�ö�U÷øU���UX}~Kùúû��	�
 �üý��þ÷0Å���	��GjX�ÁÂ�����iX���U��X�V�½���	
ÛÜ�i��U�
��4¬­���	}~��i���:��Å.�:����ÅE���������� !"#$%&'"()*+,Ë'-.�<�ÅÎ/0�	�10ÅO2QR¯·¸XKKKKKLK$3Ë4��456¾X£U7NU4�	LK$§8ª©9:U4�	KKLK$;�U4�4�
KKKKKLK�U�
�$4<�Ob] RU�	LK$=H>?@A¹¡AB�	KLK$A¹��$=AC�DKKKKKLK$EFýµ*+X��Kùúû��	�
 �üý��þ÷0Å���	�¬­���	���ÝÞ�ÁÂ��VÝÞ}~��i���:��Å.�:����ÅE



���������	
�	��
������������ ��� ���� �����  ! "#$%&'()*+,-./012345��  ! "#6789:.-;<=45��  ! :9>?@901AB45��  ! CDE6��1FG��  ! HE6��1FG��  ! IE6��1FG��  ! JK��LMNO0P-QR089SQTUQVWXY1Z[\'4��  ! ]JK6��1FG��  ! ^_`aNbcQdeY6��1FG��  ! ^_f`aNg-h0i+jkQlmnopY6��1FG��  ! qraNstqrQuEqrY6��1FG��  ! v]a6��1FG��  ! wxJKa6��1F[Qyz{|1}~45��  ! ����,-?1������6}~1FG��  ! JK��6��;����t��1FG��  ! .��k��*-1FG��  ! ���������N����Y1� 45��  ! ¡¢��1£¤5��  ! �¥7�¦0�-./01FGyz § ¨ yz©ªN«¬ªY1FGyz  ! ª­®->1¯°45yz  ! ±²³1´µ45yz § ¨ ©ªN«¬p¶Qª·¸¹º�-�?Y1FGyz § ¨ ]»¼­©½N¾¿ÀÁY1Â�45yz  ! ]»¼­®->1¯°45yz § ¨ JKÃÄyzQÅb²³yz1ÆÇ45yz  ! JKÃÄyzQÅb²³yz®->1¯°45yz § ¨ JKÈyQbÈy1Â�45yz  ! JKÈyQbÈy®->1¯°45yz  ! HE�0SÉ0ÊË1µÌ45yz  ! IE�0SÉ0ÊË1µÌ45yz § ¨ ÍÎÏ��Ðyz1FGyz  ! ÍÎÏ��Ð��1µÌ45yz  ! �Ðyz��N]ªÑÒ�ÓÍÎQ�ÐÔÕ±b.0Ö×8ØÙ-QÚÛÎ�hÜ0Y1µÌ45yz  ! Ý�_Þßà1FGyz § ¨ áâãäåæãçè1FGyz § ¨ éê�ëQop�ë6ìÄ1FGyz § ¨ íeNîïQbðQñ¶Y145yz  ! òóçô�ë145yz § ¨ ¸¹Å;õ5ª·ö÷1FGyz § ¨ ø±ñ¶º�-�?6ùô1FGyz § ¨ úû:9>?@90NüçQ¶ýQªþQ_�Qn���?�Y6ö�145



�� ��� ���	 
��
� � � ����������������
� � �  !�"#����
� $ % &'()*+,-+./012345.6789:;<�=>?�@ABC�ABDEFG�HI<�=>?$@ABC�HI�JKDLM;<�NOPQ@R !NOPQ;STU<�CVWXYZ[.\TXY][RRRRRRRRRRRRRRRRRRR=>?$�CVWX.^_.NOPQ;\TU<�



��������	
���
 �� �� �� �� ��� ����������� ��� !"#$ %&'()*+,-.)*/01 234567 89: ;<"= >+?@A������BC��� 56DE 234F56 GHIJB�����BK��� 56DE 234F56 GHIJBL����BM��� N<O;PQ%2RSTUV1 234567 89: ;<"= WXY ������BC��� &'()*Z[\]DE%^_`a1 &'()*\] bcBB����B4��� defghij%kRlmCa1 nop ,-.)*B�����BK��� 56DE 234F56 GHIJB4���� d,-.)*7 89: ;%kRSTUV1 23B�q56 ,-.)*r �����BC��� 56DE 234F56 GHIJ�����BC��� d,-.)*Z[st%kRSTUV1 23B�q56 ,-.)*������B���� N<O;uQ%2RSTUV1 234567 89: ;<"= VvB�����BK��� Z[stw7 89: ; 234F56w7 89: ;<"= xyz ������BC��� &'()*\]DE%{|2R}^_`a1 &'()*\] >������BC��� 56DE 234F56 GHIJB�����BL��� N<O;~Q%2RSTUV1 234567 89: ;<"= A�B�����BK��� defghij%kR^a1 nop ,-.)*B�����BK��� 56DE 234F56 GHIJ� �����BC��� 56DE 234F56 GHIJB�����BK��� 56DE 234F56 GHIJ�B����������/�Y��|��� !"#$ 	
���
 �� �� �� �� ��� �����BC��� 56DE 234F56 GHIJB�����BK��� 56DE 234F56 GHIJBL����BM��� N<O;PQ%2RSTUV1 234567 89: ;<"= WXY ������BC��� &'()*Z[\]DE%^_`a1 &'()*\] bcBB����B4��� defghij%kRlmCa1 nop ,-.)*B�����BL��� N<O;�Q%2RSTUV1 234567 89: ;<"= �B�����BK��� 56DE 234F56 GHIJB4���� d,-.)*7 89: ;%kRSTUV1 23B�q56 ,-.)*r �����BC��� 56DE 234F56 GHIJ�����BC��� d,-.)*Z[st%kRSTUV1 23B�q56 ,-.)*



�� �� �� �� 	
 ��
���
��
��
 ������������� �!"#$%&'()&��*+ ,-���

��.�

 /0123%&'()&� �!"4#$3%&'()&��*+ 567 
��

��8�

 9:;<=>?@A�BC��DEFGH 9:;<=>? I
��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM���

��N�

 ����O������� �!"#$%&'()&��*+ P���

��.�

 QRSTUVW�X�EH YZ[ \]^<=���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLM�N�

��_�

 ����`������� �!"#$%&'()&��*+ abc ��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM�_�

��.�

 /0de >? fghijk�� �� �� �� 	
 ��l ��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLMm 
��

��8�

 9:;<=/0>?@A�EFGH 9:;<=>? fg���

��"�

 QRSTUVW�X�no8H YZ[ \]^<=���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLM�"�

� Q\]^<=%&'()&��X����� �!�
p#$ \]^<=q ��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM��

��8�

 Q\]^<=/012�X����� �!�
p#$ \]^<=
���
��
��
 ����r�������� �!"#$%&'()&��*+ �s���

��.�

 /0123%&'()&� �!"4#$3%&'()&��*+ 567 
��

��8�

 9:;<=>?@A�BC��DEFGH 9:;<=>? I
��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM���

��N�

 ����t�������� �!"#$%&'()&��*+ b-���

��.�

 QRSTUVW�X�EH YZ[ \]^<=���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLMc ��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLMhiuk�� �� �� �� 	
 ��l ��

��8�

 #$@A �!"4#$ JKLM���

��.�

 #$@A �!"4#$ JKLMm 
��

��8�

 9:;<=/0>?@A�EFGH 9:;<=>? fg���

��"�

 QRSTUVW�X�no8H YZ[ \]^<=



�� �� �� �� 	
 ��
�����
���� ������������� �!"#$%&'()&��*+ ,
�����
-��� #$./ �!"0#$ 1234
"���� 56789:%&'()&��;����� �!
�<#$ 6789:= >����
?��� #$./ �!"0#$ 1234>����
?��� 56789:@ABC�;����� �!
�<#$ 6789:�>����
���� ����D�������� �!"#$%&'()&��*+ EF
�����
-��� @ABCG%&'()&� �!"0#$G%&'()&��*+ HIJ �>����
?��� KLM9:NO./�PQ��RSTUV KLM9:NO W�>����
?��� #$./ �!"0#$ 1234
�����
���� ����X������� �!"#$%&'()&��*+ Y
�����
-��� 5Z[\]^_�;�SV `ab 6789:
�����
-��� #$./ �!"0#$ 1234
�����
c��� ����d������� �!"#$%&'()&��*+ efg >����
?��� #$./ �!"0#$ 1234
�����
-��� hijk�lm�n*o'pqrst KLM9:NO uvLM9:wx�;� yz{|RNO./Qt}~���#$./������y���R����E>�Q�!"#$%&'()&��*+Q���l�rq�&�*��& 



��������	
��
	��������������������� !"#$%&'()*+(,-./!0�123�456(7.89(:;<=>?@AB�C�D!EFG�HI��JKEFG�LM!N./�OPL1QRS:TUQVWX=>�YZ[\]�^_=`abcdefLOg!W_2hijk!Tlmn5op57.89(qrstqiu�v:wx12EFG!yz12^_={<|�'-7}~:V�>�x���5�!���+/5,�:��12��:�!VWX=>'-7}~�EFG������:;<=>����� `��'()*+(,�2���������x�����{<^q�2���������x��"��T P¡¢X=�L>"��x�!T£¤¥¦X=�L>�'()*+(,2k§YZ�cdefjk!2¨©YZ^�ª�£«L¬�=­®q¯e�°±��²³´µ2¶.·(¸(%2¹º2»¼½qr�!¾X=¿À:ÁÂ12�ªX=�L�^_=Ã­qÄÅ^Æ=>�'()*+(,�2ÇÈef!OÉOÉ!ÊX=%Ë2iÌ2ÍuÎÏ:��X=�^Æb2ÐÑÒ§q½�ÓTÆ=LÔÕ�=�2Ö×ØÙGÚ`�ÛÜÝÞ�q¬�=>¼ß2à`�q½�Ó�Æ�á2âãä!åæ:X=�L>�k§YZ�Éç:èé1Q \êë^ÒìX=>íqb:éî2ef¬ï!ðñ�ò½óô:L=�Ln2£®!õöQì:÷UQiø�wî=ùúûüWX=qr1Qâãä!�ý1Qþ1½>������k§YZ�"��x�:��X=�2�h�Éj�^Æ�á���x�T¡¢^_=>¥¦:Áb�UQèéX=�L>����������!cdef�	

��
�������
:x���5�!��12��:TL!���������¹�æ:V�>������¹�æ !�cdef�¯e!�½Q2�»Ò¬�ß��!�½Qè�Q��12�-.��x� !�¿À�"Y:#=>�������$�2������%³&'lm!£¤�É¤�¡¢X=>(ö \)������*-+,L�¡¢f�,b-b:èéX=�L>����$ `�������'()*+(,2����������./hi�R0¡¢>�*-+,n�¹�æ�� �12¬�=�L�Æ=�^2cd.P!��X=�L>3C4?j5�*-+,!����x��£¤¡¢X=�L>"��x�T^_={<¡¢X=�L�6¼1½>�78L1Q2��2�$LT� \9ô^Æ=�2:; <�cd.P!��X=�L>=%>?Á���iø�@Î���ABC�D¶.·(¸(%2EFG�1H°2IJKLM°���AN�O�¿°���A¢P�QRS��´µ2���TU�V¯e���A�W�X�²³´µ���AYW�Z¹º2»¼½2Qï`ï���A[�\]%�Ðxälm��^�ÏT]#���_F`ôlmqr��aWbc.�(¯e2T¯e���A]Y�����*-+,!�½Q�2"��x�!�9:��12������YZ!&´:§¬q½��èé1Q¡¢X=�L>d	efg	?hÇÈ'()*+(,�i�����ÇÈ°j'()*+(,�|�����kl��mnopqrs�tu�vwx!�y½ßÍuÎÏ!�½QzøX=�vwx�Ù{:|½ßæ�Ñ}Î{!�½QzøX=~���EFG!�=�������#�����'-7}~2	

��
�������
��-.�5�*����°j®�����¨©YZ�����.�)�54���-.�5�*���



��������	
��
����������������������� !"#$%&'()�*+�,��-./01��2�34��56"789:;<=>



 

脳神経内科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの医師が指導する。 

 

 

 

 

早朝回診 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 担当患者の朝の回診 

 問題点の整理 

指 導 医 ※ も し く は チ ー ム 医 師 と 回 診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 検査 ・ 治療計画立案 

 処置 ・ 治療 ・説明に参加 

 外来 ・ 検査 ・ リハ見学 

 カンファレンス ・ クルズスに参加 

 カルテ記載 

 課題の抽出 

できるだけ担当患者と一緒に動き、検査・リハなど

の一連の流れを見学する。 

指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認 

自 己 学 習 



脳神経内科レポート 

【 題名                                     】 

 

患者 ID：                                              入院日      年  月  日 

患者年齢   歳, 性別 男性・女性                                退院日     年  月  日 

                                   受持期間 自   年   月   日 

至   年   月   日 

                                     

 

転帰：□治癒 □軽快 □転科(手術 有・無) □不変 □死亡（剖検 有・無） 

フォローアップ：□外来で □他医へ依頼 □転院 

                                                    

確定診断名（主病名および副病名） 

＃１(主病名) 

＃２(副病名 1) 

＃３(副病名 2) 

＃４（その他の副病名）    

                                                   

【主訴】 

【既往歴】 

【社会生活歴】（職業歴なども） 

【家族歴】 

【病歴】 

 

 

【入院時現症】身長 cm 体重 kg 体温 ℃ 脈拍 /分 血圧  mmHg 呼吸数  /分 

 

【神経学的所見】 

 

 

【検査所見】 

【画像所見】 

                                                   

【プロブレムリスト】 

＃1． ＃2． ＃3． 

                                                 

【入院後経過と考察】 

＃1． 

 



 

 

 

 

＃2． 

 

 

 

 

 

＃3． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【退院時処方】 

 

 

 

 

 

【総合考察】 

 

 

 

 

 

 

 

【文献】 

 

 

記載者：現病院名                                   氏名           

教育責任者：病院名                                   氏名          ㊞ 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

内科②脳神経内科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

１） 症例のプレゼンテーション（10点）
２） 口頭試問（10点）

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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呼吸器内科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医する。 

早朝回診 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 担当患者の朝の回診 

 問題点の整理 

指導医※ と 打ち 合わ せ 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 検査 ・治療計画立案 

 処置 ・治療 ・説明に参加 

 カンファレンス・クルズスに参加 

 カルテ記載 

 課題の抽出 

 指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認  1 

自 己 学 習 

モーニングカンファレンス 

 新入院患者の割り当て 

 問題症例の提示 
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循環器内科・CCU 

Student Doctorの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医に相談できない時は指導医の上級医に必ず相談する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看 護 ・ 診 察 記 録 確 認 後 、 朝 の 回 診 

作 っ た リ ス ト を も と に 指 導 医 に 相 談 し 、 仕 事 を 開 始 

指 導 医 と 回 診 

● 検査 ・ 治療計画 を立てる  ● カルテを書く 

● 処置 ・ 治療 に入る  

  

指 導 医 に よ る カ ル テ チ ェ ッ ク & 課 題 チ ェ ッ ク 

自 己 学 習 ク ル ズ ス 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

内科③循環器内科・CCU

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

口頭試問

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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  経験すべき検査・処置・カンファレンス チェックリスト 

班          学籍番号           氏名                     

 

上部消化管内視鏡検査 下部消化管内視鏡検査 

No 検査日 疾患名 サイン No 検査日 疾患名 サイン 

１    1    

２    2    

３    3    

４    4    

５    5    

６    6    

７    7    

８    8    

９    9    

10    10    

11    11    

12    12    

13    13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

 

上部消化管造影検査 下部消化管造影検査 

No 検査日 疾患名 サイン No 検査日 疾患名 サイン 

1    1    

2    2    

3    3    

4    4    

5    5    



ESD  

No 治療日 疾患名 サイン No 治療日 疾患名 サイン 

１    3    

２    4    

 

TACE＊ RFA＊ 

No 治療日 疾患名 サイン No 治療日 疾患名 サイン 

１    1    

２    2    

 

ERCP 腹部超音波検査 

No 検査日 疾患名 サイン No 検査日 疾患名 サイン 

１    1    

２    2    

3    3    

4    4    

5    5    

6    6    

7    7    

8    多職種カンファランス 

9    No 日時 サイン 

10    1   

11    2   

12       

13    ＊原則、その場で医師のサインをもらうこと。 

14     （腹部超音波検査は技師のサインでも可） 

15    ＊スクリーニング検査も可。その場合は疾患名に 

      “スクリーニング” と記載。 

＜経験すべき検査・処置・カンファランス 症例数＞ 

上部消化管内視鏡検査 15 件、下部消化管内視鏡検査 8 件 

上部消化管造影検査 ３件、下部消化管造影検査 ３件  ESD 3 件 

ERCP 10 件、腹部超音波検査 5 件、TACE 1 件＊、RFA 1 件＊（＊治療がある場合のみ） 

多職種カンファランス 1 回          



ク
ル

ズ
ス

担
当

教
員

分
野

内
容

週
目

曜
日

/時
間

場
所

葛
谷

教
授

肝
臓

 
総

論
：

肝
腫

瘍
全

般
の

病
態

、
診

断
に

つ
い

て
、

各
論

：
肝

細
胞

癌
の

診
断

、
治

療
、
予

防
に

つ
い

て
勉

強
し

ま
す

。
1

月
 午

後
2
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

廣
岡

教
授

肝
胆

膵
（

総
論

）

“肝
胆

膵
を

中
心

と
す

る
系

統
的

な
C
T
の

読
影

方
法

と
経

腹
壁

超
音

波
検

査
の

基
本

”

ポ
リ
ク

リ
を

始
め

る
に

あ
た

っ
て

の
最

初
に

ま
ず

は
ク

ル
ズ

ス
で

講
義

を
し

、

3
週

間
の

間
に

実
際

の
症

例
で

知
識

を
定

着
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

1
金

 午
後

1
時

医
局

村
島

・
山

田
助

教
内

視
鏡

実
習

胃
の

模
型

を
用

い
て

、
実

際
に

内
視

鏡
を

操
作

し
て

み
ま

す
。

（
主
科

と
し

て
消

化
器

内
科

を
実

習
す

る
グ

ル
ー

プ
を

対
象

と
す

る
）

1
金

 午
後

4
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

村
島

・
小

山
助

教
内

視
鏡

実
習

胃
の

模
型

を
用

い
て

、
実

際
に

内
視

鏡
を

操
作

し
て

み
ま

す
。

（
副
科

と
し

て
に

消
化

器
内

科
を

実
習

す
る

グ
ル

ー
プ

を
対

象
と
す

る
）

2
木

 午
後

4
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

平
山

講
師

下
部

消
化

管
（

大
腸

）
大

腸
悪

性
腫

瘍
の

疫
学

、
診

断
、
治

療
法

に
つ

い
て

豊
富

な
画

像
を

用
い

て
学

習
し

ま
す

。
時

間
が

許
せ

ば
、
国

家
試

験
対

策
も

概
説

し
ま

す
。

3
水

 午
前

1
0
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

舩
坂

准
教

授
上

部
消

化
管

上
部

消
化

管
疾

患
（

食
道

、
胃

）
に

つ
い

て
症

例
を

提
示

し
な

が
ら

診
断

お
よ

び
治

療
法

を
解

説
し

ま
す

。
3

 金
 午

後
2
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

大
野

教
授

胆
膵

膵
臓

疾
患

に
対

す
る

画
像

診
断

方
法

の
基

本
と
代

表
的

な
膵

嚢
胞

性
疾

患
に

つ
い

て
解

説
し

ま
す

4
水

 午
後

1
時

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー

越
智

・
宮

地
助

教
超

音
波

実
習

ビ
デ

オ
学

習
後

に
、
健

常
人

へ
対

し
て

腹
部

超
音

波
走

査
を

実
習

し
た

り
、

病
的

所
見

の
見

学
を

し
て

も
ら

い
ま

す
1
,2
,3
,4

金
　
午

前
9
時

超
音

波
セ

ン
タ

ー



※指導医の不在日は以下の医師と相談し、当日の指導医を割り振ってもらう。 

 

消化管 

月曜 舩坂、火曜 堀口、水曜 舩坂、木曜 平山、金曜 山田 

 

 

 

肝胆膵 

月曜 中野、火曜 越智、水曜 田中、木曜 宮地、金曜 和田 



検査年月日

疾　患　名

：

　エックス線所見（スケッチ含む）：スケッチおよび所見（診断根拠となる所見を的確に記載すること）

指導教員
㊞

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ自 己 評 価

学 籍 番 号 氏 名

検 査 目 的

診断

指導教員評価

消化管(造影・内視鏡）検査レポート



検査年月日

疾　患　名

：

　エックス線所見（スケッチ含む）：スケッチおよび所見（診断根拠となる所見を的確に記載すること）

指導教員
㊞

指導教員評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

学 籍 番 号 氏 名

検 査 目 的

診 断

自 己 評 価 Ａ・Ｂ・Ｃ

肝胆膵検査レポート（ERCP・PTGBD・US・CT・MRI・血管造影）
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※指導医と1日1回は必ずディスカッションをましょう 
※指導医不在日でも、必ず携帯で連絡を取りましょう 
※毎日の「回診」と「カルテ記載」は「必須」です

自主学習

症例全体カンファレンス 
（火曜日 午後3時-5時）

移植症例カンファレンス 
（火曜日 午後1時30分から2時30分）

カルテ記載

・クルズス　・外来見学 
・検査の見方を極める 
・末梢血、骨髄像の検鏡 
・処置に立ち会う 
・指導医とともに治療計画を立てる 
・説明同意（IC）に同席 
・各種勉強会への参加（任意） 
・学会参加や症例報告（任意）

2024.9.3版

移植多職種カンファレンス 
（月曜日 午後1時30分-2時）

教授回診 
（火曜日 午前9時30分-11時30分）

回診による診療 
（問診・触診・聴診・打診など）

指導医とのディスカッション

血液内科 
「スチューデント・ドクター」の過ごし方

症例発表会 
（最終週 金曜日 午後3時-5時）

プレゼン

プレゼン

＜注意事項＞

プレゼン 

（総仕上げ
）



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

内科④血液内科学

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価…症例プレゼンの評価 良 可 不可
１） 症例プレゼンテーション全体の評価 10 ( ) 0
２） プレゼンテーション資料の完成度 4 2 0
３） 決められた時間内に発表できたか 2 1 0
４） 「症例提示」部分の評価 2 1 0
５） 「考察」「質疑応答」の評価 2 1 0

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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腎臓内科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医する。 

早朝回診 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 担当患者の朝の回診 

 問題点の整理 

指導医※ と 打ち 合わ せ 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 検査 ・治療計画立案 

 処置 ・治療 ・説明に参加 

 カンファレンス・クルズスに参加 

 カルテ記載 

 課題の抽出 

指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認 

自 己 学 習 

モーニングカンファレンス 

 新入院患者の割り当て 

 問題症例の提示 







 

模擬患者（Simulated Patient：SP）参加型患者診療実習 

 

臨床実習担当責任者 

石原  慎 教授（臨床医学総論／地域医療学） 

 

臨床実習担当者 

石原  慎 教授（臨床医学総論／地域医療学） 

大槻 眞嗣 教授（臨床総合医学） 

総合診療科 医師 

 

到達目標 

1. 臨床研修 1年目 1 日目の能力に何が足りないか気づくことが出来る。 

2. 医療面接、身体診察の知識と技能を統合させ、SPを相手に実際の診療に近い形で患者診療が行

える。 

3. 医療面接、身体診察で得られた情報からフルプレゼンテーションできる。 

4. 医療面接、身体診察を行うときの言葉がけ、羞恥心に対する配慮など適切な患者ケアができる。 

 

実習場所 

・集合場所：大学 2号館 14階       

クリニカルシュミレーション室２（1404）  

後述の集合時間を厳守すること。 

・実習場所：大学 2号館 14階 

クリニカルシュミレーション室３（1405） 

 

実習日 

・内科④（血液内科、腎臓内科）ローテート中 

・原則、実習開始 3 週目水曜日２名×３組、2 週目金曜日２名×２組行う。 大学行事などで変更

のある場合がある。その場合は事前に連絡する。 

・集合時間  

１組目 am９：15、２組目 am10：15、３組目 am11：15 

 

実習方法 

・２名１組となり、１人 30分、合計１時間で行う。（ガイダンス 15分あり、１時間 15分必要） 

・SPに対し、医療面接、身体診察を行い、そこから得られた情報を整理し、教員を上級医としてプ

レゼンテーションを行う。その後、自己の振り返り、担当教員、SPよりフィードバックを受ける。 
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スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医もしくは、当日の病棟マネージャー医師が 

指導する。 

  

朝のブリーフィング 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 当日業務の割り振り 

 重症患者・負荷検査計画など情報共有 

指導医※ と 打ち 合わ せ 

指導医※ およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 検査 ・治療計画立案 

 処置 ・治療 ・説明に参加 

 カンファレンス・クルズスに参加 

 カルテ記載 

 課題の抽出 

指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認 

自 己 学 習 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

内科⑤内分泌・代謝・糖尿病内科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

内分泌・代謝疾患に関する知識ならびに、患者ケアプロセスに関する口頭試問

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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スチューデント・ドクターの⼀⽇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導する。 

早朝回診 

l 看護診察記録・時間外イベントの確認 

l 担当患者の朝の回診 

l 問題点の整理 

指 導 医 ※ と 打 ち 合 わ せ 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

l 検査 ・治療計画立案 

l 処置 ・治療 ・説明に参加 

l カンファレンス・クルズスに参加 

l カルテ記載 

l 課題の抽出 

指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認 

自 己 学 習 

モーニングカンファレンス 

問題症例の提示 







����������	
��
���������������� ����� �� ������������� ��� ! �� "	
��
��#������������$%&�'( �� )*� �� +�,�- .��/0�1 .�� �2�3 .�� 45��6 789:�;< 78 =��>�- 78 ?���@ A�B�CD 78 EF�G 78 4H�IJ A�KL�DM A�#����NOPQRS�=TUVW�$XY��; �� EZ��[ �� 2=�\] .��#������������$^_�`a 78 bc�dJ 78 ef�gh 78ic�gj A�#����NOPQRS�=TUVW�$bk�lm ��#������������$nf�oJ 78 pq�r A� st�uv A�fc�bw A� xy�z 78#����NOPQRS�=TUVW�${|�oJ .�� &��}~ 78 ����� ��#������������$����< A� ����� A� ����< A�����< AV �*��u A� )y��� A��c��@ A� ����� 78 �?��� A�



���������	
�
�
������������������������ !
"#$%&'()�*+,-.&/01234,5$*,-.&6789:�(;<=>,8?@,<=AB�C*DEFG8HI�JK5$6LMNOPQR6L,STUVW*DEX=Y%Z[S\]9:8-�^E_L`Eab=5$*&cdEeS.fgAhijklmnD$&'(oE#pnD$Eq-.>rY%Ef(-Ust8uvw(-.ax>,A"ly#YU)zf-U{|EeS.�}$~�%w(<=>,A"�r�r�����)����>,A����#$&'(����\]'(�������������E.��<=A�&��'(�E�TU�� ��¡¢-U��£¤¥¦§�R¨�§�R©ª«¬�­®̄®°±²³́ '(�E�TUµ¶�·¸&st�¹º»¼&½¾����������¿ÀÁ��'(8Â�1EÃÄ<=AÅÆ
ÇÈ�ÉÊ�ËÌÍÎÏ��'(�E¡¢-U¦§�R)fÐÑEÒÓ-Y<AmÔ%Õb��E�x>,AÖ×
ØÙÚÛÜÝÞßàÏáâÞãäåæç9:<èI{|léêë"ìíîïðñò¥óôõ�åöõ�å½÷õ�åø÷õ�åùõ�úõ�ûôõ2ü¨ý"þð¿��þð����ìí����¿���÷���û���û	�2ü
"å��
¶����
¶�����
¶���"��ð÷{|���{|2ü



���������	
�	��
������������ ��� ���� �����  ! "�#$%&'(#)*+,��  ! -�&.�&/�#$%0123#)*+,��  ! 456��789:�7&;<=&>?@AB6CD#E%,��#$F��  ! GHIJKLM23#LNOPGKQRS#TU+,��  ! GHIJKVAWXYA?#Z[\SO"]^K_`#TU+,��  ! GaIJK��23bc"]^Kde#$F��  ! fghijklIJKmno?pqrs?#$FLM  ! t;9uvwxy&;z{|}pqpXD#+,LM  ! ~���&~�}pqpX��#��O23#T�+,LM  ! ���������K��#$FLM � ! ��z�-�LM#3�O23#T�+,LM � ! �����1����LM#3�O23#T�+,LM � ! ��z��LM#3�O23#T�+,LM  ! ������������ ¡LM#3�O23#T�+,LM � ! ¢£��LM#3�O23#T�+,¤¥  ! ¦§¨6©ª«¬&­®#$F¤¥  ! 1¯°�&±£²³&´z²³&µ¶²·#$F¤¥  ! PG¸bcK¹¸iº$O&¹¸aK»|i¼½+,¤¥  ! ¾¿PGiPÀ%#OÁ¼½O&PGKÂÃ#ÄÅ+,¤¥  ! ÆÇ´zKÈ·É,%Ê­Ë#$F¤¥  ! ÌÍÎ²zÄK��#+,¤¥  ! ���������K��#$F¤¥  ! ÏK�Ð&Ñqo��#$F¤¥  ! PG¸ÒeÓ+,Ôº$O&ÕOÖ×iØlÙF¤¥  ! ÚÛxy}pqpXÈ·#��+,��  ! ÜÝKÑAÞ@A?i¦ß%àá£â&´â&Âãâ&äâ&åâ&¢£âiæ%Á�çè��  ! ���PGKÞ@Aé\SRBnqê?ë9®ì�&«¬Dí$��  ! îé\BrïðnqW#E%ÁKBnqê?ë9ñòóôKõö&®ì�&«¬Dí$��  ! ��7¾¿÷øùúûPGK(ü#�ç��  ! ùúûPGKÄý¨þ��úû��1���iæ%ÁÄÅ+,��  ! ��7¾¿ùúûPGi�+,���?Riæ%ÁÄÅ+,��  ! ùúûPGi	E+,7
�	%�#��&í$+,��  ! PG�
îé\B�\B�\mK�Ä��#ÄÅO&�qB�|#��&í$+,¤¥  ! �2��&©ª��&�;»Ä#���3��í$¤¥  ! ��6CK�PGK���3��í$¤¥  ! ����&��K���3��í$n�X  !"hK!"�#-$%&í+,n�X� !"hK&íK���3�#+,'(º) *IJ'(º)#+Ã�+,h$,Ê-./&0ÃÊ-1/*****n�X�Kh$,Ê&��&'(º)#0Ã�+,



��������	
���
 �� �� �� �� ��� ����������� ��� !"#$%&'()*+(, -.� /"#01 2345���6�����7� 89:(;%<=( >?�@A.� /"#01 BCDE��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F6����FT��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0FW����FT��� �� XYZ'()*+(, -.� /"#01 [\]^FT���� ��� !"#$%&'()* A.� /"#X01 2345FT����FT�6� _�� !`#"#.a'()* bcde"#01 fghF����� _�� !"#$%&'()* bcde"#01 fgij �T�7k����7k _�� !"#lm8'()* A.� /"#01 fgi��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F6����FT��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0n ��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F6����FT��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0o ����������� 9p%$'()* qrs t`uv��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0FF����FG��� wxy,z��� !"#{ >?FG@|}Q ~�^�F6����FW��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F7����Fk�6� ����.�� >?FG@|}Q ~�^�FT�6��F��6� ���"#�`#'()* W�'()*+(,x%& �CDEF��6��F��6� ���"#'()* W�'()*+(,x%& �CDE� ����������� ��9p%$'()*+(, A.� /"#01 2345��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F6����FW��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0��������K�����.���M������������ K¡¢£¤�M¥¦§¡¢	
¨��
 �� �� �� �� ��� ����������� ���"#'()* W�'()*+(,x%& �CDE����������� ��� !"#$%&'()*+(, -.� /"#01 2345��6��FG��� H?$%&IJKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0F6����FT��� H?UVKLMNO PH?KLMNOQ PH?RS0FW����FT��� wxy,z_�� !"#{ ©H?W@'()*+(,x%& _�� !ª«FW����FT��� �� XYZ'()*+(, -.� /"#01 [\]^FT���� ��� !"#$%&'()* A.� /"#X01 2345



�� �� �� �� 	
 ��
�����
���� ������������� !"��#��$%& '()*
�����
���� +����,���"-��� ./01��%& 234
5���� +������������ ./01��%& 236
5����
7��� 89:����� ;<��� =�>?�� @ABCD �����5��� +������������ !"��#��$%& 236���EF��5�EF +������GHI��� !"��#��%& 2367����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
���� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%Z 7����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
���� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%[ �5�����7��� \]����� ^_̀ a,bc7����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
;��� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
5��� 89:��d,���� ;<��� =�>?�� @ABC
5����
7��� 89:����� ;<��� =�>?�� @ABCe �5�����7��� ��GHI��� =�> !"��#��%& '()*7����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
;��� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%fghijklmOnopqr"sfgQijktqukvwxmyzO{|}~kQ���{|������ �� �� �� 	
 ��� �5�����7��� 89:����� ;<��� =�>?�� @ABC�5�����7��� ������������� =�> �"��#��%& '()*7����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
���� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
;����
���� ���$����� =�> �"��#��%& ����
����� ������������� !"��#��$%& '()*
�����
���� ������������� !"��#��$%& '()*
�����
���� +����,���"-��� ./01��%& 234
5���� +������������ ./01��%& 236
5����
7��� 89:����� ;<��� =�>?�� @ABCD �����5��� +������������ !"��#��$%& 236���EF��5�EF +������GHI��� !"��#��%& 2367����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%
�����
���� KLXYOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%Z 7����
J��� KL���MNOPQRS TKLOPQRSU TKLVW%



�� �� �� �� 	
 ��
�����
���� ��������� ��������� ����� ! �"�����#��� $%&'()*+ ,-. /012#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
7��� ��������� ��������� ����� 
�����
"��� 89:;<=0<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDE
"����
#��� 89:;<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDEF �"�����#��� GH$%&'()*+?)@ IJKLM;< N OPQR#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
7��� ��������� ��������� ����� STUVWXYZ�[\]^_J`ST�VWXa^bXcdeZfg�hijkX�lmnhiopqr�� �� �� �� 	
 ��s �"�����#��� 89:;<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDE�"�����#��� GHKLt;<'&4()*+?)@ uJKLM;< N OPQR#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
���� ��������� ��������� ����� 
7����
���� GHLvwx()*+?)@ uJKLM;< N yz{|
7����
���� v}~� ����� �CDE
����� GHKLt;<'&4()*+ IJKLM;<v N OPQR
�����
���� GHKLt;<'&4()*+ IJKLM;<v N OPQR
�����
���� �HKLt0<;<J�()*+ ����;< N ���
"���� �HKLt;<'&4()*+ ����;< N ���
"����
#��� 89:;<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDE� �������"��� �HKLt;<���()*+ IJKLM;< N ���#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
���� ��������� ��������� ����� � �"�����#��� �A�@�89:;<� �����()*+?)@A&4 89:��#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
���� ��������� ��������� ����� ! �"�����#��� $%&'()*+ ,-. /012#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
7��� ��������� ��������� ����� 
�����
"��� 89:;<=0<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDE
"����
#��� 89:;<()*+ 7>()*+?)@A&4 BCDEF �"�����#��� GH���()*+?)@ IJKLM;< N OPQR#����
3��� ��'&456����� ��������� ����� 
�����
7��� ��������� ��������� ����� 



��������	
��
����������
��������	�����������



��������	
��
	��������������������� !"#$%&�'()*+,-./0123%4�56�789:;<&�=>?@ABCD@EFGHIJ�KLM%NO56PQ,ERSITUVW�X�Y%PQ,�Z[��\]PQ,�^_%`Ba��b^5cdeEfgchOiHI�FGjklmnopqrs%tuEFGH���vwtxyE5ctu%z{56|}~%���}����6����6tu���������h56��K�uK��%z�iHI��@���@�����lm%�yc���@ABCD@iH�PQ,^��%�k���E5c�� �I�¡¢£¤¥��¥�opELM¦^%h§I�¨©ª�¥�opEh§I�����FGjklm��«B¬E­®iHn6¯°�L±)²`BaPQ,%³´iHI��µ�¶%LM¦^%·<�c�¸¹º»¼%�yc»¼½¾Eh§I¿ÀÁÂ�Ã�<^iHI�¯°�L±)²`BaPQ,%³´iHIÄXÅTÆÇÈ*+%�GH*+ÉÊ\Ë'(�*+%�GH*+ÉÊ¢Ë'(�*+%�GH*+ÉÊ�ÌÍÎÏÐ�ÑÒÓÔ<6LPQ,EÕÖ×Ø�!�³´Eh§Ù^IÚ	ÛÜÝ	TL±)ÞßB�²�@���@��àá>âB`�@���@�6L±)M>âB`�@���@�6ãä=�@���@��ÆÇÈå+*+���@���@�'(�å+\Ë*+���@���@�'(�å+¢Ë*+���@���@�æç��èéêëìíî�ïð�ñòó�ô�Aõ�%�yc�öß÷�øù¶��%yHlm���úÂûÂüýEþ�iHI�ùÉÊ��E���4��+�68�	
���
ùÉÊ������45¹f����ÓE���å~��Ó�µùlm������E���*~��Ó�������¬�a��®�ñòó�t�E�y¹Âü����%�yc !iH"#$���op��¾�PQ,%;H���%&'&(/)*���ßA+,��ßB->õö����»¼./��«B¬���ßB->õö����«B¬�0>=��ßB->õö����¡¢£¤��¾�º1"����¾



��������	
��
��������������������� �!"
#$%&������� �!"'#$%'��()*+� ,-./�01�2��34567��8�9:��;<*=>?@ABCD



スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医する。 

 

 

 

指導医 ※ に よ る カ ル テ 記載と 課題の 確認・承認 

自 己 学 習 

早朝回診 

⚫ 担当患者の朝の回診 

⚫ 看護診察記録・時間外イベントの確認 

⚫ 問題点の整理 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

⚫ 検査 ・治療計画立案 

⚫ 処置 ・治療 ・説明に参加 

⚫ カンファレンス・クルズスに参加 

⚫ カルテ記載 

⚫ 課題の抽出 

病棟チーム回診 

⚫ 病棟チーム入院患者の回診、処置 

⚫ 術前・術後検査 

⚫ 問題症例の提示 

手術および術後管理 



          皮下埋没縫合評価 
   

     学籍番号     名前        

 

第 1 週目       悪       良 

１． 持針器の持ち方 ① ② ③ ④ ⑤ 

２． 鑷子の使い方  ① ② ③ ④ ⑤ 

３． 運針      ① ② ③ ④ ⑤ 

４． 結紮      ① ② ③ ④ ⑤ 

５． スピード    ① ② ③ ④ ⑤ 

６． 出来栄え    ① ② ③ ④ ⑤ 

 

手技時間            分  秒 

評価者                



          皮下埋没縫合評価 
      

     学籍番号     名前        

 

第４週目       悪       良 

１． 持針器の持ち方 ① ② ③ ④ ⑤ 

２． 鑷子の使い方  ① ② ③ ④ ⑤ 

３． 運針      ① ② ③ ④ ⑤ 

４． 結紮      ① ② ③ ④ ⑤ 

５． スピード    ① ② ③ ④ ⑤ 

６． 出来栄え        ① ② ③ ④ ⑤ 

手技時間           分  秒 

手術に入った回数          回 

評価者                 



～

評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科①総合消化器外科
班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0

２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0

３） 言葉遣いは適切だったか 5 0

４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0

５） 診療に積極的に参加したか 5 0

６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

１） 症例発表・カンファレンス・クルズスの理解度 10
２） 縫合実習能力 10
３） 手術手技能力 5

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0

1 0

(はい) (いいえ)
1 0

1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0

2 0

4 0

B ／20点
4 0

4 0

(はい) (いいえ)
4 0

4 0

3

3

3

3

A ／30点
3

3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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心臓血管外科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

モーニングカンファレンス 

午前中の仕事を開始 

指導教員と回診 

● 新患をみる ● 処置をする 

● 今日のカルテを書く 
指導教員と手術に入る 

自己主導型学習 

指導教員によるカルテチェック&課題チェック 

指導教員へ報告&帰宅 

手術室にて指導教員とミーティング 

受け持ち患者の回診 

指導教員と術後管理 

自己主導型学習 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科②心臓血管外科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価 良 可 不可

１） 冠動脈の解剖を理解し、冠動脈バイパス術について説明ができる 4 2 0
２） 弁の解剖を理解し、心臓弁膜症に対する外科治療について説明ができる 4 2 0
３） 大動脈瘤の外科的治療（人工血管置換術、ｽﾃﾝﾄｸﾞﾗﾌﾄ治療）について説明ができる 4 2 0
４） 心臓手術前の全身精査の内容について説明ができる 4 2 0
５） 心臓手術後の全身管理の内容について説明ができる 4 2 0

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F　　／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当患者を訪床 

 問診、診察 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 バイタルサイン、胸腔ドレーンなどの確認 

 問題点の整理 

指 導 医お よび チ ーム 回 診 

 処置 

 カルテ記載 

手術室で手術見学または参加 

 手術を体験し、手術の介助を行う 

 患者搬送に参加 

 病理標本処理に参加 

指 導 医 に よ る カ ル テ 記 載 の 確 認 ・ 討 議 ・ 承 認 

自 己 学 習 

医局で朝カンファレンス 

 担当患者の状態をプレゼンテーションし、問題点を討議 

 今後の治療プランを決定 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科②呼吸器外科
　班

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

画像診断口頭試問（胸部X線、胸部CT）
縫合・糸結び

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）



呼吸器外科学
星川 康

呼吸器外科疾患II
原発性肺癌、縦隔腫瘍

医学部3年生講義 2024.6.28



胸部解剖

 



胸 郭

胸郭： 個の胸椎＋ 対の左右肋骨＋胸骨からなる。
胸骨：頭側から➀ ＋➁ ＋➂           
胸骨角：左右第 肋骨が付着 --- 体表から肋骨を数える際の目印

➀

➁

➂

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

胸腺

心嚢
右肺 左肺



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

心嚢
右肺 左肺

➀左 神経右 神経➁



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

心嚢
右肺 左肺

➀左 神経右 神経➁

神経が麻痺すると、横隔膜は し、
（ ）換気障害をきたす。



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

心嚢
右肺 左肺

右迷走神経

右 神経



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

右肺 左肺

右迷走神経

右 神経

( )神経は、右側は( )、左側は
( )を反回し、( )を支配する。反
回神経が麻痺すると、( )麻痺を来たし、
( )がおこる。



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

心嚢
右肺 左肺

➀➁

➂



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

肺動脈幹上大静脈

右心房

右心室



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

左主肺動脈右主肺動脈

下大静脈 心嚢

左上肺静脈

左下肺静脈

右上肺静脈

右下肺静脈



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

左心房

上行大動脈

左心室



胸部解剖

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

大動脈弓

左鎖骨下動脈
左総頚動脈

腕頭動脈

気管分岐部

食道

胸管奇静脈



肺葉・肺区域

H.Ferner, J. Staubesand編：Sobotta 図説人体解剖学 (1985) より引用

右上葉

右中葉

右下葉

左上葉

左下葉



肺葉・肺区域

右上葉

右中葉右下葉
左下葉

左上葉

上大区

舌区

頭側 頭側

腹側 背側背側

尾側 尾側

大
葉
間
裂 大

葉
間
裂

小葉間裂



気道の総面積は
末梢に行くほど大

気道抵抗は
末梢に行くほど小

気道内の気流は
末梢では極めて小

＝
＝

R（管内抵抗）＝8nl/pr4

V(層流)＝Ppr4/8nl
r=（気道）半
径

l=長さ
n=粘調度
P=駆動圧

気管支樹

John B. West著：呼吸の生理 第２版より引用



原発性肺癌

肺（肺、気管支）に発生する悪性腫瘍で、肺そのものから発生したもの。

2021年の日本人の癌死 381,505人の約20%：76,212人
（男性：53,278人、女性：22,934人）が肺癌死。
癌死の第1位（男性で第1位、女性で第2位 --- 女性の1位は大腸癌）。

2019年の日本人の癌罹患数 999,075人の約1/8：126,546人
（男性：84,325人、女性：42,221人）が肺癌。
癌罹患数第2位（1位：大腸、3位：胃）。

国立がん研究センター がん情報サービス 最新がん統計
https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html



原発性肺癌の発生要因

喫煙：最も重要な危険因子の１つ。喫煙者は非喫煙者と比べて男性で4.4
倍、女性で2.8倍肺癌に罹患しやすい1)。喫煙開始年齢が若いほど、喫煙
量が多いほど、肺癌リスクは高くなる。
喫煙指数（1日平均喫煙本数 x 喫煙年数）600以上が肺門型肺癌（扁平上
皮癌、小細胞肺癌）の高危険群2)。
パートナーからの間接喫煙によっても２～３割リスクが増加。

職業的曝露：アスベスト、ラドン、ヒ素、クロロメチルエーテル、クロム
酸、ニッケルなどの有害化学物質1) 。

大気汚染：特にPM2.5（粒径2.5ミクロン以下の微小浮遊粒子）による1) 。

家族歴：遺伝的要因1) 。

高年齢：加齢1) 。
1) 国立がん研究センター がん情報サービス 最新がん統計

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html
2) 日本肺癌学会編：肺癌取扱い規約 第8版 肺癌検診の手引き

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html


原発性肺癌の種類

I. 小細胞肺癌：進行がはやく手術適応になることが少ない。
化学療法感受性が高い。
I、IIA期の手術可能症例には、根治的切除後に化学療法。

II. 非小細胞肺癌
1 腺癌
2 扁平上皮癌
3 大細胞癌
4 その他



症 例
症 例：76歳、男性。
主 訴：特になし。
既往歴：60歳から高血圧症のため降圧剤を内服。

喫煙 20本/日 x 56年（喫煙指数 1120）。
現病歴：検診の胸部レントゲン写真上、右上肺野から中肺野にかけて異常陰影を
指摘された。近医で胸部CTを撮像され、右肺上葉にすりガラス状結節を指摘され
た。右上葉肺癌を疑われ精査加療目的に当院呼吸器内科に紹介された。



胸部レントゲン写真

右上肺野から中肺野にかけて
径21x12mm
辺縁不整
内部濃淡不均一な
腫瘤影を認める。



胸部CT

21mm

6mm



気管支鏡検査

1. 声帯～気管～左右気管支の可視範囲に異状所見なし。
3. 右B2a（後上葉枝の後枝：右上葉の後ろの方の区域の背側の方にいく枝）
より生検およびブラッシング。透視下で結節影にhit。
--- 病理組織診：腺癌

擦過細胞診 class V（腺癌）



症 例
症 例：76歳、男性。
主 訴：特になし。
既往歴：60歳から高血圧症のため降圧剤を内服。

喫煙 20本/日 x 56年（喫煙指数 1120）。
現病歴：検診の胸部レントゲン写真上、右上肺野から中肺野にかけて異常陰影を
指摘された。近医で胸部CTを撮像され、右肺上葉にすりガラス状結節を指摘され
た。右上葉肺癌を疑われ精査加療目的に当院呼吸器内科に紹介された。

診断：右上葉肺腺癌



原発性肺癌の治療

・原発性肺癌に対する根治的治療は外科切除。



令和4年 簡易生命表
日本人の平均寿命：
女性 87.09 年、男性 81.05 年

女性は第１位！
次いで２位韓国、３位スペインとつづく。

男性は、1位スイスにつづいて第２位！
3位はオーストラリア

厚生労働省HP.令和4年簡易生命表の概況：
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life22/dl/life22-04.pdf



令和4年 簡易生命表

日本人の平均寿命：
女性 87.09 年、男性 81.05 年

主な年齢の平均余命：
７０歳
女性 約20年、男性 約16年
７5歳
女性 約16年、男性 約12年
80歳
女性 約12年、男性 約9年

厚生労働省HP.令和4年簡易生命表の概況：
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life22/dl/life22-04.pdf



肺癌の自然史

I期（リンパ節への転移がない状態）やII期（肺門リンパ節ま
での転移がある状態）といった、あまり進行していない肺癌
を治療せずに経過観察していった場合、半分以上の方が２年
以内にお亡くなりになるというデータをもとに、

高齢を理由に手術適応から除外しない！



原発性肺癌の手術適応

1. 腫瘍学的適応
--- 根治できるのか？
--- 手術を受けた患者の病期ごとの予後はどうか？

2. 生理学的適応
--- 患者が手術に耐えうるのかどうか？



病期分類：TNM分類

日本肺癌学会編：肺癌取扱い規約第8版 (p6, 2017)より改変
T ‒ 原発腫瘍
N ‒ 所属リンパ節

N0: 所属リンパ節転移なし
N1: 同側の気管支周囲かつ/または同側肺門、肺内リンパ節への転移（原発腫瘍の直接浸潤を含める）
N2: 同側縦隔かつ/または気管分岐下リンパ節への転移
N3: 対側縦隔、対側肺門、同側あるいは対側の前斜角筋、鎖骨上窩リンパ節への転移

M ‒ 遠隔転移



2016年肺癌合同委員会報告
2010年原発性肺癌切除例：18,973例

Okami J, et al.. J Thorac Oncol 2019; 14(2): 212-222

臨床病期



原発性肺癌の手術適応

臨床病期I-II期非小細胞肺癌で標準手術可能な患者に
は、外科切除を行うよう推奨する。

臨床病期IIIA期T4N0-1非小細胞肺癌に対して、外
科切除を行うよう提案する。

臨床病期IIIA期 single station N2も日本では手術適応

肺癌診療ガイドライン 2023年版：1-1-2 手術適応



原発性肺癌の標準手術

臨床病期I-II期非小細胞肺癌で標準手術可能な患者に
は、外科切除を行うよう推奨する。

標準手術：肺葉以上の切除+肺門・縦隔リンパ節郭清

臨床病期IA1-2期、充実成分最大径/腫瘍最大径比≦0.25の
肺野末梢非小細胞肺癌に対して、縮小手術（区域切除または
楔状切除）を行うよう推奨する。

臨床病期IA1-2期、充実成分最大径/腫瘍最大径比>0.5の肺
野末梢非小細胞肺癌に対して、区域切除または肺葉切除を行
うよう推奨する。

肺癌診療ガイドライン 2023年版：1-1-2 手術適応



原発性肺癌の手術適応

臨床病期I-II期非小細胞肺癌で外科切除可能な患者に
は、標準手術を行うよう推奨する。

標準手術：肺葉以上の切除+肺門・縦隔リンパ節郭清

臨床病期IIIA期T4N0-1非小細胞肺癌に対して、外
科切除を行うよう提案する。

臨床病期IIIA期 single station N2も日本では手術適応

肺癌診療ガイドライン 2023年版：1-1-2 手術適応



非小細胞肺癌の治療方針

I期 ≦2cm：手術
>2cm：手術＋テガフール・ウラシル配合剤内服

による術後補助化学療法
IIA期 (3-4cm) ：手術＋テガフール・ウラシル配合剤内服

による術後補助化学療法
IIB期
IIIA期 切除可能：手術＋シスプラチン併用術後補助化学療法

→遺伝子変異やPD-L1発現強度による内科的治療
III期 切除不能：内科的治療＋放射線療法

IV期：内科的治療

肺癌診療ガイドライン 2023年版



症 例
症 例：76歳、男性。
主 訴：特になし。
既往歴：60歳から高血圧症のため降圧剤を内服。

喫煙 20本/日 x 56年（喫煙指数 1120）。
現病歴：検診の胸部レントゲン写真上、右上肺野から中肺野にかけて異常陰影を
指摘された。近医で胸部CTを撮像され、右肺上葉にすりガラス状結節を指摘され
た。右上葉肺癌を疑われ精査加療目的に当院呼吸器内科に紹介された。

診断：右上葉肺腺癌



原発性肺癌の病期診断

肺癌が転移しやすいのは？



原発性肺癌の病期診断

N因子診断のために、
胸部造影CT、FDG-PET/CTを行うよう推奨する。

M因子診断のために、
FDG-PET/CT、頭部造影MRIを行うよう推奨する。

肺癌診療ガイドライン 2022年版：I. 肺癌の診断 5 病期診断



FDG-PET/CT



頭部造影MRI



右上葉肺腺癌, cT1aN0M0, stage IA1



原発性肺癌の手術適応

1. 腫瘍学的適応
--- 根治できるのか？
--- 手術を受けた患者の病期ごとの予後はどうか？

2. 生理学的適応
--- 患者が手術に耐えうるのかどうか？



原発性肺癌の手術適応

手術適応決定には、術前呼吸機能・循環機能をはじ
め総合的に評価・検討を行うよう推奨する。

肺癌診療ガイドライン 2022年版：1-1-1. 手術適応

具体的には、
呼吸機能：%VC、FEV1、肺拡散能
循環機能：ダブルマスター負荷心電図
血液・生化学検査
既往歴・併存疾患の詳細な問診・評価



肺機能検査



負荷心電図



症 例
症 例：76歳、男性。
併存疾患：60歳から高血圧症のため降圧剤を内服：コントロール良好。
血液・生化学検査：異常所見を認めず。

以上より、耐術能ありと評価。

右肺上葉切除術+肺門・縦隔リンパ節郭清
の方針



原発性肺癌に対する手術アプローチ
開胸手術 3-port VATS

完全鏡視下
Hybrid VATS
胸腔鏡補助下 VATS: 

vide-assisted 
thoracic surgery
胸腔鏡手術

単孔式 VATS



原発性肺癌に対する手術アプローチ
ロボット支援手術：

RATS, robot-assisted thoracic surgery



da Vinci SP システム

49

１つの小さな創からカメラと３本のロボット鉗子を体内に挿入し手術操作を行う手
術支援システム。
肋間からのアプローチは未承認。
シーラー、ステイプラなし。
2023年6月～
剣状突起下アプローチ胸腺摘出術15例
肋骨弓下アプローチ肺葉切除術1例
を経験。

 



症 例
症 例：76歳、男性。
診 断：右上葉肺腺癌、cT1aN0M0、stage IA1
手 術：ロボット支援下右肺上葉切除術+肺門・縦隔リンパ節郭清施行。
術後経過：

第1病日 ICU→一般病棟へ帰棟。
第2病日 胸腔ドレーン抜去。
第6病日 血液・生化学検査上、炎症所見改善傾向。

胸部レントゲン写真上、術側残存肺伸展良好。
退院。

現在、術後3年経過。再発兆候なく、外来で経過観察中。
今後、術後5年経過するまで、経過観察の方針。



原発性肺癌の種類と特徴

I. 小細胞肺癌：増殖がはやく手術適応になることが少ない。
化学療法感受性が高い。
I、IIA期の手術可能症例には、根治的切除後に化学療法。

II. 非小細胞肺癌
1 腺癌
2 扁平上皮癌
3 大細胞癌
4 その他



原発性肺癌の種類と特徴

I. 小細胞肺癌
喫煙と関連する。
男性に多い。
中枢型が多い。
進行により、咳嗽、喀痰、血痰、呼吸困難、胸痛をきたす。
遠隔転移に伴う症状（脳転移では、頭痛、麻痺、意識障害など）。
腫瘍増大に伴い、上大静脈症候群（顔面や上肢の浮腫）、反回神経
麻痺（嗄声、誤嚥）、Lambert-Eaton症候群、抗利尿ホルモン不
適合分泌症候群 (SIADH)、Cushing症候群 (異所性ACTH症候群)
といった腫瘍随伴症候群を合併することがある。
進行がはやく転移をきたしやすい。手術適応になることが少ない。

化学療法、放射線療法への感受性が高い。
I、IIA期の手術可能症例には、根治的切除後に化学療法。

進行例の治療後再燃率は極めて高い。
腫瘍マーカー：Pro-GRP、NSE。



原発性肺癌の種類と特徴

II. 非小細胞肺癌
1 腺癌
男性、女性ともに最も多い組織型。
女性の肺癌の7割以上は腺癌。
末梢気道に発生することが多い。
症状ではなく、検診で胸部異常陰影として発見されることが多い。

画像上の特徴：spicula、胸膜陥入像、血管収束像、
すりガラス状結節 (ground-glass nodule)。

腫瘍マーカー：CEA、SLX。



原発性肺癌の種類と特徴

II. 非小細胞肺癌
2 扁平上皮癌
喫煙と関連する。
男性に多い。
2/3が中枢型、1/3が末梢型。
咳嗽、呼吸困難、血痰などの自覚症状で発見されることが多い。

画像上の特徴：内部の空洞形成、辺縁のnotch形成。
腫瘍マーカー：SCC、CYFRA



原発性肺癌の症状、腫瘍随伴症候群

ばち指：
嗄声：
上大静脈症候群：
Pancoast症候群：
Horner症候群：
Cushing症候群：
SIADH：
Lambert-Eaton症候群：

今夜、調べて記憶しておきましょう。



縦 隔

縦隔： 胸郭内で左右の縦隔胸膜で境界される部位。
背側は脊椎、腹側は胸骨、上縁は胸郭入口部、下縁は横隔膜。

縦隔上部：胸骨丙下縁（胸骨角）と第4胸椎下縁を結ぶ線より頭側（古典的）。
左腕頭静脈が気管正中線と交差する高さよりも頭側。

前縦隔：心臓後縁よりも腹側、心臓・大血管以外。胸腺。
中縦隔：心臓の後方で、食道・気管・左右主気管支幹とその周囲。
後縦隔：椎体の前縁から1cm後方から椎体横突起外縁で後胸壁に立てた垂線まで。



縦隔腫瘍
2020年の日本の呼吸器外科手術86,813例中、5,573例 (6.4%) が縦隔
腫瘍手術。
胸腺腫が最も多い。

好発部位：
前縦隔 胸腺上皮性腫瘍（胸腺腫、胸腺癌、胸腺カルチノイド）、

胚細胞腫瘍（奇形種が多い）、悪性リンパ腫
心膜嚢胞（心横隔膜角）、

上縦隔： 胸腔内甲状腺腫
中縦隔： 気管支原性嚢胞、悪性リンパ腫
後縦隔： 神経原性腫瘍



縦隔腫瘍の手術数

日本胸部外科学会による2020年の学術調査結果から引用

胸腺腫 前縦隔

胸腺癌 前縦隔
胸腺カルチノイド 前縦隔
胚細胞腫瘍 前縦隔
良性（成熟奇形種）
悪性

神経原性腫瘍 後縦隔
先天性嚢胞: 心膜 前>中; 気管支 中

胸腔内甲状腺腫 上縦隔

リンパ性腫瘍 前縦隔

好発部位



縦隔腫瘍
2020年の日本の呼吸器外科手術86,813例中、5,573例 (6.4%) が縦隔
腫瘍手術。
胸腺腫が最も多い。

好発部位：
前縦隔 胸腺上皮性腫瘍（胸腺腫、胸腺癌、胸腺カルチノイド）、

胚細胞腫瘍（奇形種が多い）、悪性リンパ腫
心膜嚢胞（心横隔膜角）、

上縦隔： 胸腔内甲状腺腫
中縦隔： 気管支原性嚢胞、悪性リンパ腫
後縦隔： 神経原性腫瘍



縦隔腫瘍の種類と特徴
I. 胸腺上皮性腫瘍：胸腺腫、胸腺癌、胸腺カルチノイドなど
1 胸腺腫
40～60歳代の中高年層に多く、男女差はない。
低悪性度のものが多いが、悪性腫瘍としての特徴を有する。
被膜を破り隣接臓器に浸潤し、胸膜播種をきたす。
リンパ節転移、遠隔転移は少ない。

胸腺はT細胞成熟に関与する。胸腺腫はT細胞免疫の異常をきたす。
胸腺腫の約20%に重症筋無力症 (MG) が、MGの約20%に胸腺腫
が合併する。 MGのマーカー：抗AchR抗体。診断 --- 要チェック
胸腺腫の約2%に赤芽球癆が、約0.5%に低γグロブリン血症
(Good症候群) が合併する。
治療は外科的切除 (胸腺胸腺腫摘出術）。MG合併例では拡大胸腺
胸腺腫摘出術。



縦隔腫瘍の種類と特徴
I. 胸腺上皮性腫瘍：胸腺腫、胸腺癌、胸腺カルチノイドなど
2 胸腺癌
多くは扁平上皮癌。
発見時点で遠隔転移を伴い、手術適応でない場合が多い。
一般に予後不良。

3 胸腺カルチノイド
悪性度の高い非定型カルチノイドが多く、リンパ節転移を伴うこと
がある。
Cushing症候群 (副腎皮質ホルモン [ACTH] 産生による) を伴うこ
とがある。
多発性内分泌性腫瘍 (multiple endocrine neoplasia, MEN) I型
患者で高率に発生する。



縦隔腫瘍の種類と特徴
II. 胚細胞腫瘍
良性が2/3（成熟奇形種）、悪性が1/3。
1. 成熟奇形種
前縦隔に好発する。
若年者に多く、性差はない。
比較的厚い被膜に覆われた嚢胞状の腫瘤。
組織学的には、泥状の内容物のなかに、成熟した皮膚、脂肪組織、
軟骨、骨、膵、消化管などの３胚葉成分が無秩序に存在する。
CT上、内容物をである骨、軟骨、脂肪組織などを反映したモザイ
ク状を呈する。
外科的切除の対象となり、摘出により治癒しうる。
まれに腫瘍が破裂し、胸腔内や肺内に穿破して膿胸、肺炎をきたし
たり、内容物を喀出したりする。



縦隔腫瘍の種類と特徴
II. 胚細胞腫瘍
2. 悪性胚細胞腫瘍
20～35歳の青年期の男性に好発。若年女性でも発生。
Kleinfelter症候群の患者に多く発生する。
セミノーマ（精上皮種）と非セミノーマに大別される。
急速に発育し、周囲組織への浸潤やリンパ行性、血行性転移を
きたしうる。
非セミノーマでは血液腫瘍マーカーが特異的診断となりうる：
α-fetoprotein (AFP) やβ-subunit of human chorionic 
gonadotropin (β-HCG) が高値で前縦隔腫瘤があれば、ほぼ本症。
針生検で確定診断し、化学療法から開始する。
セミノーマは放射線や化学療法に対する感受性が高く、完治が期待
できる。



縦隔腫瘍の種類と特徴
III. 神経原性腫瘍

肋間神経や交感神経幹から発生し、後縦隔に好発する。
良性腫瘍が多い。
上位交感神経幹に発生した腫瘍を切除した際に、Horner症候群を
きたすことがある。

IV. リンパ性腫瘍
大部分が悪性リンパ腫。
マーカーは可溶性インターロイ
キン2受容体（可溶性IL-2R)。
針生検で確定診断後、化学療法。



縦隔腫瘍の種類と特徴
V. 先天性嚢胞
1. 心膜嚢胞
心横隔膜角に好発する。



縦隔腫瘍の腫瘍随伴症候群

重症筋無力症：
赤芽球癆：
低γグロブリン血症 (Good症候群)
上大静脈症候群：
Horner症候群：
Cushing症候群：
MEN I型：

今夜、調べて記憶しておきましょう。



呼吸器外科疾患Ⅰ

気胸／転移性肺腫瘍／胸膜中皮腫
／膿胸

藤田医科大学医学部呼吸器外科学講座
准教授松田安史

M3講義 2024/7/2



藤田医科大学呼吸器外科 2023年手術件数

1

合計 312件

161
MM２例含
む

43

30

21

22

20
33

原発性肺癌 気胸 縦隔腫瘍 転移性肺腫瘍

良性肺腫瘍 胸壁腫瘍 肺移植 その他



本日の講義内容

2
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臓側胸膜の破綻

胸腔内に空気が流入

肺の虚脱

気胸：胸腔に空気が貯留し、肺の虚脱が生じた状態

気胸
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分類 原因

自然気胸

原発性自然気胸 ブラ、ブラブの破裂

続発性自然気胸

基礎疾患に伴う気胸
・COPDなどの喫煙関連疾患
・肺癌、結核、間質性肺炎、膠原病肺によるもの
・子宮内膜症性気胸（月経随伴性気胸）
・リンパ脈管筋腫症（LAM）

外傷性気胸
鈍的または鋭的外傷によるもの
胸壁／肺／気管支／気管／食道などの
外傷性破綻による

医原性気胸

・医療行為に伴う偶発的アクシデント
・後腹膜臓器手術
・人工呼吸器管理中
・中心静脈カテーテル挿入時
・経皮針生検など
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気胸の手術症例の原疾患別頻度
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原発性自然気胸

1.好発は20歳前後、長身、やせ型の男性

2.突然の呼吸困難と胸痛

3.胸部の診察で患側の呼吸音減弱

4.声音振盪は減弱、打診で鼓音

5.胸部レントゲン写真で、肺血管陰影がない透過性の
亢進した領域とその内側に虚脱した肺を認める。
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19歳、男性
左胸痛

透過性亢進

虚脱した肺
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原発性自然気胸（治療）

肺の再膨張を目的として、初期治療

Ⅰ度気胸：安静または穿刺脱気

Ⅱ〜Ⅲ度気胸：胸腔ドレナージによる持続
的な脱気

胸腔ドレナージを行っても空気もれ（エアーリーク）が
継続するとき、再発気胸は手術
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原発性自然気胸の手術
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緊張性気胸

1.気胸により胸腔内に漏れた空気が、肺や心血管を圧迫して
いる状態

2.好発は、自然気胸の発症時、胸部外傷、陽圧人工呼吸器管
理下など。

3.胸痛、乾性咳嗽、頻呼吸、呼吸困難、チアノーゼ

4.突然の血圧低下、頻脈、頸静脈怒張は危険なサイン

5.胸部レントゲン写真で、高度の肺虚脱、縦隔の健側偏位、患
側の横隔膜の下降
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緊張性気胸（胸部レントゲン）

患側の横隔膜の下降

縦隔の健側への偏位

高度肺虚脱
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緊張性気胸（病態）

気胸の穿孔部位がチェックバルブ（一方弁）とした働き、胸腔内
に一方的に空気が流入し続ける状態になる。

縦隔臓器への圧迫（上大静脈、下大静脈の圧迫）

循環障害（血圧低下、頻脈、頸動脈怒張、ショック）
換気障害（PaO2の低下、チアノーゼ、呼吸困難、頻呼吸）

胸腔内圧の異常上昇

静脈還流の減少
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緊張性気胸（治療）

1. 迅速に胸腔ドレナージによる脱気を行う。

2. 緊急処置が必要な場合（ショックなど）では、直ちに穿刺
脱気（患側の第2肋間の鎖骨中線上に太い針を穿刺し、
胸腔内圧を下げる）

3. 症状に余裕がある場合には、通常の胸腔ドレナージ
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続発性自然気胸
基礎疾患に伴う気胸

重症の慢性閉塞性肺疾患(COPD)
肺癌
肺結核
間質性肺炎
月経随伴性気胸
肺リンパ脈患筋腫症(LAM)

など

1. 原発性自然気胸より、肺の状態が悪いため治癒が困
難な場合が多い。

2. 胸腔ドレナージを行い、エアーリーク（気漏）が止まらな
ければ、手術

3. 胸膜癒着療法を行うこともある。
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原発性気胸のピークは
20歳前後

16

自然気胸の年齢階級別
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• 続発性気胸のピークは60歳以上
• 多くの場合は、肺気腫か間質性肺炎が
基礎疾患にある

続発性気胸の年齢階級
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月経随伴性気胸（続発性自然気胸）

1. 子宮内膜様組織の胸腔内への迷入によるとされる

2. 月経周期に合わせて子宮内膜様組織が剥脱することにより
気胸を発症

3. 右側に好発

4. 偽閉経療法を併用することがある

女性の気胸の場合には、
月経周期と関係がないか、
必ず問診する。

横隔膜に穴が開いている
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肺リンパ脈管筋腫症（続発性自然気胸）

1.肺に多発性嚢胞を形成する、緩徐進行性で全身性腫瘍性疾
患である。

2.好発年齢は、20−40歳の女性

3.労作時の息切れ、咳嗽、血痰、乳び痰

4.自然気胸を繰り返す

5.呼吸機能検査では、拡散障害（DLco低下）と閉塞性障害（1
秒率低下）
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肺リンパ脈管筋腫症（続発性自然気胸）

胸部レントゲン写真では

1.両側肺の過膨張
2.横隔膜の平定化
3.滴状心
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肺リンパ脈管筋腫症（続発性自然気胸）

胸部CTでは

1. 両側肺に多発する嚢胞
2. 胸水（乳び胸水）、乳び痰が
見られることがある。
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肺リンパ脈管筋腫症（続発性自然気胸）

1.合併症：乳び痰、乳び胸水、乳び腹水、腎血管脂肪腫、肺腫
瘍(MMPH:multifocal micronodular pneumocyte 
hyperplasia)

2.結節性硬化症に合併する症例、孤発性の症例がある。

3.診断は生検を行い、LAM細胞の増殖をみる。
（LAM細胞：平滑筋細胞に似た紡錘形の細胞。リンパ管新生
のため）
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肺リンパ脈管筋腫症（続発性自然気胸）

治療

1.mTOR阻害剤(mammalian target of rapamycin)の内服

2.閉塞性換気障害に対して気管支拡張薬

3.反復する気胸に対しては、手術による気漏閉鎖

4.呼吸不全が進行する場合には、肺移植の適応
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血気胸（外傷性気胸）

1.血胸（胸腔内に血液が貯留）を伴った気胸のこと

2.気胸の発症時に血管の破綻が起きることにより生じる

3.外傷性気胸の場合には、肋骨骨折を伴っていることがある。

4.自然気胸の場合でも生じうる。
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血気胸（外傷性気胸）

Niveau（鏡面形成像）
（気体と液体の境界面に形
成された水平面）

肺の虚脱
（気胸）

Niveauが上昇する（液体が増加する）場合には手術により止血



本日の講義内容
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1.気胸（自然気胸、緊張性気胸、外傷性気胸）

2.転移性肺腫瘍

3.胸膜中皮腫

4.膿胸（急性膿胸、慢性膿胸）
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転移性肺腫瘍

転移（遠隔転移）：腫瘍が原発巣から離れた位置にある臓器
で原発巣と同じ腫瘍の増殖（転移巣）が生じる。

転移性肺腫瘍：他臓器を原発巣とする悪性腫瘍が肺に遠隔
転移（肺転移）して生じた転移巣
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転移性肺腫瘍（転移様式）

血行性転移
• 原発巣の腫瘍細胞が血流によって運ばれ、
転移巣を形成する。

• ほとんど全ての悪性腫瘍が肺への血行性転
移を来し得る。

リンパ行性転移
• 原発巣の腫瘍細胞がリンパ管を通って運ば
れ、リンパ節転移や転移巣を形成する。

• 肺へのリンパ行性転移は、胃癌、膵癌、乳癌、
肺癌で多くみられ、癌性リンパ管症をきたす。原発巣：大腸癌（結腸癌、直腸癌）、

乳癌、骨肉腫、子宮癌、卵巣癌、腎
細胞癌、精巣腫瘍など

肺転移巣：転移巣は
原発巣と同じ病理所
見（組織型）を示す。
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原発腫瘍 手術症例数（例）
大腸癌 3293
頭頸部癌 686
腎癌 466
子宮癌 412
乳癌 411
軟部組織の肉腫 409
骨肉腫 314
食道癌 164
肝癌 161
胃癌 99
精巣・睾丸腫瘍 80
卵巣癌 54
メラノーマ 29

原発腫瘍別転移性肺腫瘍切除件数
（転移性肺腫瘍研究会登録症例1984-2021)
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転移性肺腫瘍（手術適応）

1. 原発巣が完全に制御されている。

2. 肺以外の臓器に転移がない。

3. 肺転移巣が手術で完全切除できる。（結節型の転移である）

4. 手術ができる全身状態である。

• 多くの場合には肺部分切除を施行。
転移の場所によっては肺葉切除を行
う。

• 手術ができない時には化学療法

Thomfordの原則



31

転移性肺腫瘍（手術と予後）

手術

• 転移性肺腫瘍は多くの場合、肺部分切除が行われる。

• 部分切除で切除不可能な場合には、肺葉切除が行われる。

予後

• 大腸癌肺転移に対する完全切除後の予後は、24〜72%程
度である。

• 予後因子として、①病変数、②術前CEA値、③無症候期間、
④肺門／縦隔リンパ節転移の有無、が挙げられる。



本日の講義内容
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1.気胸（自然気胸、緊張性気胸、外傷性気胸）

2.転移性肺腫瘍

3.胸膜中皮腫

4.膿胸（急性膿胸、慢性膿胸）
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胸膜中皮腫

1.壁側胸膜や臓側胸膜から発生する腫瘍

2.胸膜肥厚や胸水貯留で発見される。

3.胸水検査でヒアルロン酸の上昇を認める。

4.確定診断は、胸膜生検による病理診断

5.アスベスト（石綿）の暴露による場合がある。
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胸膜中皮腫（石綿暴露）

1. アスベストは繊維状の鉱物で、熱、摩擦、酸、アルカリに強く、丈夫
で変性しにくいため、1960-1990年代に建築材料などの用途で使
用された。

2. アスベストの暴露により呼吸器を中心とした疾患（肺癌、胸膜中皮
腫）が発生することが判明し、2004年から原則として禁止となる。

3. 初回暴露から20−40年で疾患を発症させる。

4. 石綿健康被害救済制度による公的補助の対象（労災保険制度）
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胸膜中皮腫（画像診断）

胸部CT:片側性胸水、凹凸不整の結節状を示すびまん性胸膜肥厚、胸膜腫瘤。
PET-CT:壁側胸膜、臓側胸膜に特異的に集積

胸部CT PET-CT
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胸膜中皮腫（組織診断）

1.胸水細胞診：約85％は胸水貯留で発症するとされるが、細
胞診の陽性率はおおむね30％〜50％程度。

2.胸腔鏡検査：確定診断に必須。しかし、創部に播種する可能
性がある。

3.病理組織診断
① 上皮型：最も多い。
② 肉腫型
③ 混合型
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胸膜中皮腫（治療）

1) 手術療法
A. 胸膜肺全摘術（片肺全摘＋壁側胸膜切除）
B. 胸膜切除/肺剥皮術（臓側胸膜＋壁側胸膜切除（肺は残
る））

2) 化学療法
切除不能例に対しては単独で、切除可能例に対しては集学的
治療の一環としてその施行が推奨されている。免疫チェックポ
イント阻害薬（オプジーボ）など使用される。

3) 放射線治療
放射線治療単独は生存期間の延長には寄与せず、推奨され
ない。胸壁浸潤に対する疼痛や脳転移に対する緩和療法とし
て用いられる
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胸膜中皮腫（予後不良）

P:pemetrexed, C:cisplatin, B:bevacizumab Lancet 2015 Dec

5年生存率は20％程度

（月）
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胸膜中皮腫（手術：胸膜肺全摘術）

腫瘍 腫瘍

開胸時胸膜（腫瘍）が
見えている

病理組織（左肺と胸膜）



本日の講義内容
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1.気胸（自然気胸、緊張性気胸、外傷性気胸）

2.転移性肺腫瘍

3.胸膜中皮腫

4.膿胸（急性膿胸、慢性膿胸）
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膿胸

1.胸腔内に膿性の胸水が貯留した状態

2.経過が3ヶ月未満のものは急性膿胸とされ、3ヶ月以上経過
しているものは慢性膿胸とされる。

3.膿胸の治療は、適切な抗菌薬の投与と胸腔ドレナージによる
排液。

4.胸腔ドレナージにより排膿できない場合には、胸腔鏡下や開
胸により搔爬を行う。
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急性膿胸の原因

1) 肺内感染症：肺炎や肺化膿症などの感染性呼吸器疾患由来。高齢者、糖尿
病患者、ステロイド長期使用者など感染に対する抵抗力が弱い場合に発症。

2) 肺外感染症：降下性縦隔炎や横隔膜下膿瘍など肺外の感染が胸腔内に及
んで発症。

3) 外科手術後：肺切除後に縫合不全により気管支瘻が発生して膿胸にいたる
ケースや、食道切除後の縫合不全から発生する場合がある。また心・肺・食
道などの胸部手術だけではなく上腹部手術後にも膿胸が発生することがあ
る。

4) 外傷性：開放性胸部外傷や食道破裂によって生じる。
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膿胸（内科的治療）

1. 抗生剤治療：胸水培養から検出された細菌検査結果を考慮し、
適切な抗生物質の投与。

2. 胸腔ドレナージ：胸腔内へドレーンを挿入し、感染性の壊死物
質・胸水を体外へ排出させる。

3. 線維素溶解療法：膿胸腔の隔壁を溶解する目的でウロキナー
ゼ（線維素溶解）を膿胸腔に投与する。
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膿胸（外科治療）

1. 肺剥皮術、膿胸腔搔爬ドレナージ術：肺表面や胸腔内に形成されたフィ
ブリンによる被膜を外科的に剥離・切除し、肺を遊離させる術式。これに
より、肺の膨張を促し、膿胸腔を閉鎖させる。

2. 胸郭形成術：肺の拡張を期待せず、胸壁の形を外科的に形成し、膿胸腔
を縮小・閉鎖させる。

3. 開窓術：有廔性膿胸で感染のコントロールがつかない場合。肋骨を数本
切除し、本来閉鎖腔である胸腔内を体外に開放する。一定期間ガーゼ交
換を行って膿胸腔を清浄化し、その後に有茎筋皮弁または大網充填術
を行って、膿胸腔を閉鎖する方法である。
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膿胸（搔爬ドレナージ）

膿瘍腔

膿瘍腔内の胸腔鏡所見
（膿が充満している）
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膿胸（開窓術）

膿の貯留していた部位を開放して、排膿する。

創部は開放になり、ガーゼ交換を繰り返す。
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壊死性降下性縦隔炎

• 通常、口腔・咽頭感染に引き続き起こる縦隔炎

• 致命的な経過をたどることがある。

• 60〜70％は歯科的疾患から二次的に発症する

• 扁桃周囲膿瘍、後咽頭および周囲膿瘍も原因となる

• 感染・膿瘍の進展は、解剖学的に、①気管前、②頚部血管
周囲、③後咽頭（椎体前）を経由する

膿瘍が咽頭から頚部を経由して縦隔に至る



壊死性降下性縦隔炎の診断と治療
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診断 • 初発症状は、発熱、頚部硬直と発赤、頚部痛

• 胸部レントゲン写真で胸水や縦隔陰影の拡大

• 胸部CTで、①膿瘍形成、②脂肪組織への浸潤と正常
脂肪層の消失、③ガス産生による気泡の出現

治療 • 十分な捕液と抗菌剤治療

• 気道確保による人工呼吸器管理

• 外科的ドレナージ（頚部および縦隔）

縦隔を切開して急性膿胸に持ち込む



壊死性降下性縦隔炎（胸部CT）
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気管周囲の縦隔の脂肪組織
が腫脹して、low density（膿
瘍形成）している



壊死性降下性縦隔炎（縦隔ドレナージ）

50
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本日のまとめ（1気胸）
分類 原因

自然気胸

原発性自然気胸 ブラ、ブラブの破裂

続発性自然気胸

基礎疾患に伴う気胸
・COPD、間質性肺炎などの喫煙関連疾患
・肺癌、結核、間質性肺炎、膠原病肺によるもの
・子宮内膜症性気胸（月経随伴性気胸）
・リンパ脈管筋腫症（LAM）

外傷性気胸
鈍的または鋭的外傷によるもの
胸壁／肺／気管支／気管／食道などの
外傷性破綻による

医原性気胸

・医療行為に伴う偶発的アクシデント
・後腹膜臓器手術
・人工呼吸器管理中
・中心静脈カテーテル挿入時
・経皮針生検など

緊張性気胸に注意
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本日のまとめ （2転移性肺腫瘍）

• 血行性転移とリンパ行性転移により肺に転移する。

• 大腸癌、頭頸部癌、腎癌が多い。

• 手術適応は、原発巣が制御されていて、肺以外に転
移がなく、手術で完全切除できる。
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本日のまとめ （3胸膜中皮腫）

• 臓側胸膜や壁側胸膜から発生する腫瘍

• 石綿（アスベスト）と関連している。

• 初回暴露から20〜40年後に発症する。

• 上皮型が最も多い。

• 手術は胸膜肺全摘術や胸膜剥皮術

• 予後は不良であり、集学的治療が行われる。
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本日のまとめ （4膿胸）

• 3ヶ月未満は急性膿胸、3ヶ月以上は慢性膿胸

• 原因菌検索を行い抗菌薬の治療と胸腔ドレナージ、場合によっ
て線維素溶解療法が選択される。

• 膿胸腔搔爬ドレナージ、胸郭形成術、開窓術が行われる。

• 壊死性降下性縦隔炎は、口腔や咽頭の膿瘍が頚部から縦隔に
波及した状態で、緊急縦隔ドレナージを行い、急性膿胸にする
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藤田医科大学 呼吸器外科学講座
松田安史

• ご清聴ありがとうございました。
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形成外科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 指 導 教 員 と 打 ち 合 わ せ ○ 

 病棟回診・外来診療○ 

 指 導 教 員 と 外 来 手 術  指導教員と手術室に入る  

指  導  教  員  に  報  告 

 早 朝 回 診 ○ 

 帰 宅 ○ 

 術 後 回 診 ○  自 己 主 導 型 学 習 ○ 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科②形成外科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

口頭試問

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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内分泌外科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医する。 

 

朝の回診 

病棟・外来業務に参加 

手術に参加 

●外来で手術適応と判断された新患症例を外来担当

医と検討する 

指導教員によるカルテチェック&課題チェック 

指導教員へ報告&帰宅 

術後回診

自 己 学 習 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科②内分泌外科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

１） 内分泌外科疾患への診察・診断能力を外来見学時に評価

２） 手術手技の評価（結紮手技などを模型を用いて評価）

３） 口頭試問

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医する。 

カルテ回診（自己学習）、採血（指示のあった場合) 

⚫ 看護診察記録・時間外イベントの確認 

⚫ 採血等、処置を指導医とともに行う 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

⚫ 検査 ・治療計画立案 

⚫ 処置 ・治療 ・説明に参加 

⚫ カンファレンス・クルズスに参加 

⚫ カルテ記載 

⚫ 課題の抽出 

指導医 ※ に よ る カ ル テ 記載と 課題の 確認 ・ 承認 

自 己 学 習 

手 術 に 参 加 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

外科②小児外科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

第4週の金曜日13:00～15:00に口頭試問を行う。

小児外科に関する一般的な知識および実習中に経験した症例に関する質疑応答を行い、評価する。
口頭試問による得点は10点とする。

第4週の金曜日13:00～15:00受け持ち患者のレポートを提出し、まとめおよびレポートの評価を行う。

レポート及びまとめの質疑応答に関する得点は10点とする。
Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F　　／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 ・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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総合診療（第 2教育病院） 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医となる。 

早朝回診 

⚫ 看護診察記録・時間外イベントの確認 

⚫ 担当患者の朝の回診 

⚫ 問題点の整理 

指導医※ と打ち合わせ 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

⚫ 検査 ・治療計画立案 

⚫ 処置 ・治療 ・説明に参加 

⚫ カンファレンス・クルズスに参加 

⚫ カルテ記載 

⚫ 課題の抽出 

指導医 ※ に よ る カ ル テ 記載と 課題の 確認・承認 

自 己 学 習 

モーニングカンファレンス 

⚫ 新入院患者の割り当て 

⚫ 問題症例の提示 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

総合診療：第２教育病院

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：

期間： /　/ /　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

症例発表と討論

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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小児科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導医の不在日は指導医の所属チームの上級医が指導医となる。 

早朝回診 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 担当患者の朝の回診 

 問題点の整理 

指 導 医 ※ と 打 ち 合 わ せ 

指導医※およびチームと回診 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 検査 ・治療計画立案 

 処置 ・治療 ・説明に参加 

 カンファレンス・クルズスに参加 

 カルテ記載 

 課題の抽出 

指 導 医 ※ に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 承 認 

自 己 学 習 

モーニングカンファレンス 

 新入院患者の割り当て 

 問題症例の提示 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

小児科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

Weekly summary,　口頭試問でのプレゼンテーション
１） 症例報告が的確である
２） 担当症例の疾患について理解している
３） 質問に的確にこたえることができた

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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産婦人科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊指導医の不在日は所属チームの上級医が指導医となる 

回診前ブリーフィング 

点呼・スタッフ確認 

定期確認事項のチェック 

夜勤帯の状況確認と申し送り 

外来処置・手術・分娩の割り当て 

病棟処置の割り当て 

新入院患者の割り当て 

重症および問題患者の抽出・検討・対応 

病棟回診の割り当て 

回診後ブリーフィング 

 回診実施状況と結果の確認 

 重症および問題患者の再検討・対応確認 

指 導 医 * に よ る カ ル テ 記 載 と 課 題 の 確 認 ・ 指 導 ・ 承 認 

自 己 学 習 

日常臨床実習・教育イベント参加 

   病棟患者の検査・治療計画の立案と評価 

   外来および病棟患者の検査・処置・治療・説明に参加 

手術の見学・参加 

カンファレンス・クルズスに参加 

   カルテ記載 

   課題の抽出・検討 

指導医お よ び チ ー ム と 病棟回診 1 



評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

産婦人科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価

最終週の研修終了時に口頭試問

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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 精神科 

スチューデント・ドクターの一日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者状態の把握 

 看護診察記録・時間外イベントの確認 

 問題点の整理 

上級医に報告 

カルテ記載 

日常診療実習 ・ 教育イベント参加 

 

 精神科作業療法への参加 

 処置 ・治療 ・説明に参加 

 カンファレンス・クルズスに参加 

 サマリの作成 

上級医への報告、相談 

自 己 学 習 

各病棟での実習 

 患者の診察、検査 

 上級医の他科診察に同行する 

 外来陪席 

他院リ ワ ー ク 見学（該当日） 





評価年月日 年 月 日 指導医サイン

ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

ストレングス

ウィークネス

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

SOAPの各項目内容を正確に

記載している
項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

正しい医学用語で記載して
いる

全てできている 一部できていない 大部分できていない

プロブレム・リスト毎に経
過記録を記載している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

経過記録をSOAP形式で記載
している

十分記載している 記載しているが、十分では

ない
記載していない

プロブレム・リストを記載
している

十分記載している 項目・内容の一部の記載が

不十分である

記載していない

各プロブレムリストに対す
る初期計画（診断計画、治
療計画、教育計画）を記載
している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
記載しているが、十分では

ない
項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、主訴、
現病歴、既往歴、家族歴、
社会歴が記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ１号紙には、身体所

見として、全身所見と局所

所見を記載している

項目・内容ともに全て十分

記載されている
項目・内容の一部の記載が

不十分である

項目・内容の大部分の記載

が不十分である

カルテ記載評価    ルーブリック

項目 優秀 標準 不可 評価不能

精神科

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。
Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
５） 診療に積極的に参加したか 5 0
６） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．カルテ記載

１） SOAPで記載されている
２） 毎日記載されている
３） 情報が正確である
４） 情報量が十分である

５） Weekly summaryが書かれている
Ｃ．学生サマリー

１） 主訴、現病歴、既往歴、家族歴、診察所見などが簡潔・明瞭に記載されているか
10 すべての項目について、簡潔・明瞭かつ正確に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

２） プロブレムリスト、鑑別診断、考察、プランが適切に書かれているか
10 すべての項目について、十分に記載がある。

5 1～2項目の記載に不備がある。

0 3項目の記載に不備がある。

Ｄ．専門職連携

１） 他職種の役割を理解し、尊重することができる
２） 医師の役割を理解できる
３） 患者の問題を多職種で解決に向けて取り組むことができる

Ｅ．医療安全・感染対策

１） オリエンテーションの内容を理解している
２） 標準予防策が遵守できている
３） 適切な手指消毒ができている（IPSG5）
４） 患者誤認防止対策をしている（IPSG1）
５） 病棟のルールを遵守している

Ｆ. 口頭試問など各科オリジナル評価 良 可 不可
１） 病歴を簡潔に紹介出来る 5 2 0
２） 患者背景を説明出来る 5 2 0
３） 今後の患者の展望について考察する 5 2 0
４） 人権への配慮について説明出来る 5 2 0

Ｇ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照

２） 注意・指導後の改善があったか
→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

F ／20点

 Ｇ１） 有※ ・　無

 Ｇ２） 有 　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）　記載

いただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B＋C＋D＋E＋F)

／100点※

1 0

E ／5点
1 0
1 0

(はい) (いいえ)
1 0
1 0

C ／20点

(はい) (いいえ)
2 0

D ／5点
1 0
2 0

4 0

B ／20点
4 0
4 0

(はい) (いいえ)
4 0
4 0

3
3
3
3

A ／30点
3
3

臨床実習評価（教員記載）

(良い) (悪い）
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ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

記載年月日 年 月 日 記載者サイン

ストレングス

ウィークネス

七栗記念病院

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



臨床実習評価（教員記載）

※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。副科の評価表は不要です。

Ａ．医師としての姿勢

１） 時間を厳守したか 5 0
２） 服装・みだしなみは適切だったか 5 0
３） 言葉遣いは適切だったか 5 0
４） 病院、病棟の規則は守れたか 5 0
５） 患者とのコミュニケーションは適切だったか 5 0
６） レジデント、コメディカルとのチームワークはよかったか 5 0
７） 診療に積極的に参加したか 5 0
８） 自己主導型学習を行ったか 5 0

Ｂ．各科オリジナルの評価項目 (良い) (悪い）

共通項目

１） 地域医療における病院間の連携を理解できる 10 8 6 4 2
２） チーム医療における医師の役割を理解できる 10 8 6 4 2
３） チーム医療における多職種の役割を理解できる 10 8 6 4 2

緩和医療科オリジナル項目

４） 受け持ち症例の問題点を理解し報告できる 10 8 6 4 2
５） 緩和ケアにおける医師の役割を理解できる 10 8 6 4 2
６） NST・栄養療法における医師の役割を理解できる 10 8 6 4 2

リハビリテーション科オリジナル項目

４） 受け持ち症例の生活機能をICF（国際生活機能分類） 10 8 6 4 2
に基づいて評価できる

５） リハビリテーション医療における医師の役割を理解できる 10 8 6 4 2
６） 脳卒中患者の運動機能を Stroke Impairment Assessment Set (SIAS) 10 8 6 4 2

に基づいて評価できる

Ｃ．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照
２） 注意・指導後の改善があったか

→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印
※合格点は60点以上です。

※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

B　　／60点

C1）有※ ・　無

C2）有　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）記載い
ただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価　(A＋B)

／100点

3
3
3
3

A ／40点
3
3

(良い) (悪い）
3
3
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地域診療所実習についてのレポート 

 
地域診療所実習についてどのような体験から何を学んだかを具体的に記載して下さい。

地域診療所実習の内容を向上するための資料にもなります。なお、このレポートは実習

医療機関にもお送りしますので、丁寧な記載を心掛けて下さい。 
 

学生氏名               学籍番号 

 
 

実習期間        年  月  日  ～   月  日 

 

実習医療機関                     

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

実習責任者確認印 

 

 

 



藤田医科大学医学部臨床実習 地域診療所実習評価表（大学教員用） 

 

＿＿＿＿＿班     学生氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

実習期間     西暦      年    月    日 ～    月    日 

実習医療施設  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

○印を記入 

１．知識 

振り返り・実習レポートでの地域医療・プライマリ・ケアの理解はどうか？ 

１： まったく理解していない ２： 理解していない ３： ある程度理解している 

４： よく理解している ５： とてもよく理解している 

 

２．マナー 

オリエンテーション・振り返りでのマナー（時間・挨拶・服装・態度・言葉遣い、患

者・家族の個人情報保護、オリエンテーション・振り返りに対する積極性）はどうか？ 

   １： とても悪い  ２： 悪い  ３： 普通  ４： よい ５： とてもよい   

 

３．技能 

①オリエンテーション・振り返りでのコミュニケーション・プレゼンテーションスキル

はどうか？ 

１： まったくできていない ２： できていない ３： ある程度できている  

４： よくできている ５： とてもよくできている 

   

②振り返りのスキル（体験に基づいて真摯に学びが得られているか？次の課題を設定で

きているか？）はどうか？ 

１： まったくできていない ２： できていない ３： ある程度できている  

４： よくできている ５： とてもよくできている  

 

③実習レポートでのライティングスキルはどうか？ 

１： まったくできていない ２： できていない ３： ある程度できている  

４： よくできている ５： とてもよくできている  

 

コメント： 

 

 

 

 

大学教員評価者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



藤田医科大学医学部臨床実習 地域診療所実習評価表（学外実習担当先生用） 
お忙しいところ恐縮ですが、実習にうかがった学生について評価をお願いいたします。 

評価は公平性を期すため、下記ルーブリックでお願いできると幸いです。 

また、先生の許可があれば、学生にフィードバックさせて頂きますので、その可否をお教えください。 

実習終了時に、学生がお渡しした封筒に入れて厳封の上、学生へお渡し下さい。 

 

実習期間     年   月   日 ～   月   日 

 

学生氏名                   <フィードバックの可否> 

                       ―チェック☑を入れてください― 

□ 全部可  □ コメントのみ可  □ 否 

 

○印を記入してください。 

1. 時間は守れたか １ ２ ３ ４ ５ 

基準：毎回、開始時間前に到着し（遅刻がない）、早退がなく実習ができている 

５：満たしている 

４：事前連絡があり遅刻や早退が 1 回 

３：事前連絡があり遅刻や早退が 2 回 

２：事前連絡があり遅刻や早退が 3 回以上 

１：事前連絡がなく遅刻や早退があった 

※欠席の場合は補講対象となります。 

 

2. 服装、身だしなみは適切だったか １ ２ ３ ４ ５ 

基準：毎回、実習に適した服装や頭髪，身だしなみである 

５：満たしている 

４：ほぼ満たしている 

３：満たしていなかったが指導に従い、改善できる 

２：満たしていなかったが指導に従い、ほぼ改善できる 

１：満たしておらず、指導があっても改善できない 

 

3. 礼儀作法、言葉遣いは適切だったか １ ２ ３ ４ ５ 

基準：患者さんやスタッフに対する礼儀作法や言葉遣いが相手を尊重し、誠実である 

５：満たしている 

４：ほぼ満たしている 

３：満たしていなかったが指導に従い、改善できる 

２：満たしていなかったが指導に従い、ほぼ改善できる 

１：満たしておらず、指導があっても改善できない 

 

4. 患者さん・ご家族とのコミュニケーシ

ョンは適切だったか 

 １ ２ ３ ４ ５  

基準：患者さん・ご家族のプライバシー、苦痛等に配慮し、非言語コミュニケーションを含

めた適切なコミュニケーションスキルにより良好な人間関係を築くことができる 

５：満たしている（問題なくできている） 

４：ほぼ満たしている 

３：満たしていなかったが指導に従い、改善できる 

２：満たしていなかったが指導に従い、ほぼ改善できる 

１：満たしておらず、指導があっても改善できない 

NA：患者さん・ご家族とのコミュニケーションの機会がなく評価ができない 

NA 



5. スタッフとのコミュニケーションは 

適切だったか                  

１ ２ ３ ４ ５   

基準：相手の役割や意見を尊重した説明や返答、問いかけができる。 

５：満たしている（問題なくできている） 

４：ほぼ満たしている 

３：満たしていなかったが指導に従い、改善できる 

２：満たしていなかったが指導に従い、ほぼ改善できる 

１：満たしておらず、指導があっても改善できない 

NA：スタッフとのコミュニケーションの機会がなく評価ができない 

  

6. 積極性はあったか １ ２ ３ ４ ５ 

基準：与えられた課題・業務に積極的に取り組んでいる。自ら求め、学ぶ姿勢がある。    

疑問点や課題を設定し、自ら調べたりスタッフに質問したりして解決できる。 

５：満たしている（問題なくできている） 

４：ほぼ満たしている 

３：満たしていなかったが指導に従い、改善できる 

２：満たしていなかったが指導に従い、ほぼ改善できる 

１：満たしておらず、指導があっても改善できない 

 

7. 知識は充分か １ ２ ３ ４ ５ 

基準：地域の実情に応じた医療・保健・福祉・介護の現状及び課題やプライマリ・ケアの基

本概念について知識がある。 

５：医師と同等の知識がある 

４：臨床実習に必要な知識がある 

３：臨床実習に必要な知識が少し足りない 

２：臨床実習に必要な知識がほとんどない 

１：臨床実習に必要な知識が全くない 

 

コメント： 

 

 

 

 

 

 

 

担当医療機関                   担当医氏名 

 

 

 

 

 

 

 

NA 



ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

記載年月日 年 月 日 記載者サイン

ストレングス

ウィークネス

地域診療所

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



臨床実習評価（学内最終評価用）

※ の枠内を記入し、責任者欄に捺印をお願いします。

Ａ．知識（40%）

Ｂ．マナー（20%）

C．技能（40%）

D．プロフェッショナリズム

１） アンプロフェッショナルな行動があり、注意・指導した

→アンプロフェッショナルな行動についてはQRコード参照
２） 注意・指導後の改善があったか

→評価に値する十分な期間がない時は無記入

責任者（教授） 印

(A×0.4＋B×0.2+C×0.4)

／100点

※合格点は60点以上です。
※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

B ／100点

C ／100点

D1）有
※

 ・　無

D2）有　・　無

※アンプロ行為についてできるだけ詳しく記述下さい。（記入欄が足りない場合は、別紙記入の上、添付して下さい。）記載い
ただいた内容につきましては、アンプロ委員会でアンプロ行為認定の審議をいたします。

総合評価

A ／100点
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ストレングス・ウィークネス

学生の強み（良い点）・弱み（改善が求められる点）

記載いただいたストレングス・ウィークネスは学生にフィードバックされます。
また、臨床実習担当診療科間で情報共有されます。

記載年月日 年 月 日 記載者サイン

ストレングス

ウィークネス

検査医学

～

班：　　学籍番号：　　　　名前：　　　　　

期間： 　　/　/ 　　/　/



指導教員による評価

１．マナー、コミュニケーションの評価
服装・身なり（頭髪、装飾など）・礼儀・コミュニケーションなどを評価する

良 悪
心電図検査室 5 4 3 2 1 （ ）
脳波・睡眠障害検査室 5 4 3 2 1 （ ）
肺機能検査室 5 4 3 2 1 （ ）
遺伝子検査室 5 4 3 2 1 （ ）
採血手技 5 4 3 2 1 （ ）
臨床血液検査室 5 4 3 2 1 （ ）
一般臨床検査室 5 4 3 2 1 （ ）
輸血部 5 4 3 2 1 （ ）
臨床微生物検査室 5 4 3 2 1 （ ）
化学免疫検査室 5 4 3 2 1 （ ）

２．知識の評価講義内容や検査の意義等を適切に理解できたか評価する
良 悪

心電図検査室 5 4 3 2 1 （ ）
脳波・睡眠障害検査室 5 4 3 2 1 （ ）
肺機能検査室 5 4 3 2 1 （ ）
遺伝子検査室 5 4 3 2 1 （ ）
採血手技 5 4 3 2 1 （ ）
臨床血液検査室 5 4 3 2 1 （ ）
一般臨床検査室 5 4 3 2 1 （ ）
輸血部 5 4 3 2 1 （ ）
臨床微生物検査室 5 4 3 2 1 （ ）
化学免疫検査室 5 4 3 2 1 （ ）

３．技能の評価実習態度・意欲、実習理解度、実習実技などを評価する
良 悪

心電図検査室 5 4 3 2 1 （ ）
脳波・睡眠障害検査室 5 4 3 2 1 （ ）
肺機能検査室 5 4 3 2 1 （ ）
遺伝子検査室 5 4 3 2 1 （ ）
採血手技 5 4 3 2 1 （ ）
臨床血液検査室 5 4 3 2 1 （ ）
一般臨床検査室 5 4 3 2 1 （ ）
輸血部 5 4 3 2 1 （ ）
臨床微生物検査室 5 4 3 2 1 （ ）
化学免疫検査室 5 4 3 2 1 （ ）

コメント

コメント

総合評価点数

臨床検査科 印 点

出席状況 全出席・欠席あり（欠席日 ）
※欠席した場合は、補講終了後に本評価表を学務課へご提出ください。

コメント



各部門における習得度の自己評価

悪 普通 良

心電図検査室 1 2 3 4 5

脳波・睡眠障害検査室 1 2 3 4 5

肺機能検査室 1 2 3 4 5

遺伝子検査室 1 2 3 4 5

採血手技 1 2 3 4 5

臨床血液検査室 1 2 3 4 5

一般臨床検査室 1 2 3 4 5

輸血部 1 2 3 4 5

臨床微生物検査室 1 2 3 4 5

化学免疫検査室 1 2 3 4 5

病理部 1 2 3 4 5

学生のポリクリに関する感想（自由に書いて下さい）

最も興味深かった、あるいは有益と思われた検査の内容及び理由

最も理解が難しかった検査の内容及び理由

担当者の指導は適切だったか

検査医学実習を終えての感想及び今後の希望

検査医学ポリクリ自己評価レポート

グループ　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　      　　　　　氏名

（検体の流れ・検査内容など）
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